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令和７年度公益財団法人高槻市文化スポーツ振興事業団事業報告を公益財団法人高槻市
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Ⅰ 令和７年度 公益財団法人高槻市文化スポーツ振興事業団事業報告 

 

令和７年度事業計画に基づき、以下のとおり事業を行いました。 

 

１．地域の芸術・文化等の振興を図る事業【公益目的事業①】 

自主文化事業の企画・実施や市民の自主的な文化活動の援助等を通じて市民文化の振興を図

り、魅力ある市民文化、個性豊かな地域文化の創造に寄与することを目的として、本事業を実

施しました。 

令和７年度は、市民や行政・関係機関等と協力して多種多彩な公演事業を展開し、劇場の魅

力を幅広く発信しました。また、敷居が高いと思われがちな劇場を身近に感じてもらうため、

劇場全体を使用して幅広い世代が楽しめる催しも企画しました。 

 

（1） 鑑賞事業 

施設の規模や機能を効果的に活用し、市民が優れた芸術・文化にふれることができる鑑賞

機会を提供しました。 

以下のように世代・立場を超えてあらゆる市民に対し幅広い分野で質の高い、多種多様な

事業を実施しました。 

◇主な事業 

・パフォーミングアーツ・セレクション 2025 in Takatsuki  

・第 32 回 茂山一族デラックス狂言会 

・ござ コンサートツアー 2025 大阪公演 

・宮沢和史『あなたの町で歌います♪プロジェクト』コンサート高槻公演 

・德永英明コンサート Hideaki Tokunaga Concert Tour 2025 

・桂米朝一門会 

・高槻市・益田市姉妹都市交流 石見神楽特別公演 

・春風亭一之輔 独演会 

・日本センチュリー交響楽団 北摂定期演奏会～高槻公演～ 

   ・劇場版！？空飛ぶ紙芝居『スパイスアーサー702』 

   ・箏×ピアノ×ジャズ LEO with 林正樹 スペシャル・コンサート 

   ・たかつきんご打！ 金管五重奏と打楽器の午後 

   ・第 28 回 高槻明月能 

   ・高槻文化友の会特別企画 テイク★サテリッコ Vol.14「80 分間世界一周！」 

   ・桂二葉 独演会 

   ・トリオ・リベルタ コンサート 

   ・京都市交響楽団 高槻公演 

 

（2） 普及・育成事業 

市民が身近に芸術・文化を楽しみ、興味を持つことができる機会を提供するとともに、子

どもたちが幼少期から優れた芸術・文化にふれることができる機会を提供しました。 

以下のように誰もが気軽に参加できる事業を開催し、芸術・文化にふれる機会を提供しま

した。 
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◇主な事業 

・茂山一族デラックス狂言会プレイベント～あきらさん、千之丞さんを迎えて～ 

・人形劇団クラルテ公演『11 ぴきのねことぶた』 

・高槻城公園芸術文化劇場オープンデー ふらっと♪TAT 

・高槻市内中学校 芸術鑑賞会 

・高槻明月能プレイベント「能はゆかしい おもしろい」 

・障がいのある人のための和太鼓体験 

・市民合唱 モーツァルト「レクイエム」演奏会 

・「第 19 回 朝日杯将棋オープン戦 準決勝・決勝」高槻対局 

 

（3） 交流連携事業 

多数の人数が来場する市民参加型事業のほか、地域、商店街等、イベント等と連携した催

しを開催し、地域全体の活性化に寄与する事業等を実施しました。 

以下のように実行委員会形式も含め、市内で活動する文化団体の活動を支援するほか、地

域のプロの芸術家と連携した事業など、広く市民が参加できる事業を実施しました。また、

プロの芸術家と市民が新しい作品を創造する機会を提供し、市民の表現活動を支援するとと

もに、人材の育成に努めました。 

◇主な事業 

・第 27 回 高槻ジャズストリート 

・高校吹奏楽部によるブラスの祭典 そよかぜコンサート 2025 

・高槻 de 演劇 2025 

・聞く、話す、物語る！ さんぴんの演劇創作ワークショップからの「プチ」発表会！！ 

・Takatsuki Earnest Dancers Vol.16（高校生ダンス発表会） 

・サンユレックホール演劇創作支援事業 劇団 CLOUD9 公演『ここで待ってる』 

・第 17 回 たかつきスクール JAZZ コンテスト 

・放送番組｢ＮＨＫのど自慢｣の公開実施 

・第 22 回 たかつき和太鼓フェスティバル 

・第 31 回 ピアノリレーコンサート 

 

（4） 市民の文化活動を推進及び支援する事業 

市民や行政と連携した事業の実施により市民の芸術・文化活動を推進及び支援しました。 

以下のように地域のイベントや地元の商店街と連携し、地域と一体化した文化のまち高槻

を目指しました。 

◇主な事業 

・第 64 回 高槻市美術展覧会 

・令和 7 年度 高槻市文化祭 

・第 8 回 桐山清澄杯将棋大会、第 7 回 高槻こども王将戦 

・Takatsuki Art Challenge～創造するチカラ 2026～（障がいのある人のアート展） 

・高槻市民寄席 

・ロビーコンサート、サロンコンサート 
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（5）文化・芸術関係の情報発信事業 

芸術・文化関係の情報発信に努め、イベント等の情報について情報誌やインターネットを

通じて情報発信を行いました。また、市民からの相談に応じて、アーティストの紹介や企画

の提案等を行いました。 

◇主な事業 

・情報誌「ＴＡＴ」、「EVENT CALENDAR」の配布 

・ホームページ及びＳＮＳ（Facebook、YouTube、X）の運営 

・情報コーナーの運営 

 

（6）生涯学習事業 

生涯学習に係る機会を提供することにより、市民の生涯にわたる学習活動を推進し、市民

の生涯学習活動の振興に資する事業を行いました。 

◇主な事業 

・けやきの森市民大学 

 ・懐かしい映画から学ぶ もう一度あの感動を！ 

（NPO 法人たかつき市民カレッジと共催で講座を実施） 

 

（7） 施設の管理・運営事業 

市民の文化、芸術、生涯学習活動を推進し、文化、芸術及び生涯学習振興の発展を図るため、

条例等に基づき、高槻城公園芸術文化劇場（高槻市立芸術文化劇場、高槻城公園）、高槻市立

生涯学習センター及びクロスパル高槻（高槻市立総合市民交流センター）の施設の貸与を行い

ました。また、市民の芸術・文化活動の援助として後援名義使用を許可しました。（27 件） 

 

 

２．地域のスポーツ活動の振興を図る事業【公益目的事業②】 

市民スポーツへの支援活動等を行うことにより、市民が広くスポーツに親しみ、豊かな人間性

の涵養と健康で活力に満ちた明るい市民生活の実現に寄与することを目的として本事業を実施

しました。 

高槻市スポーツ推進計画のもと、市民のだれもがスポーツを「する」・「みる」・「ささえる（育

てる）」環境の場を提供し、生涯スポーツの振興を図る団体として地域のスポーツ活動への支援

を行いました。 

 

（1） 各種スポーツ大会等への支援 

◇主な事業 

・高槻市スポーツ団体協議会への支援（加盟 30 団体による各種大会・教室） 

・大阪府総合体育大会・三島地区総合体育大会への役員及び選手の派遣 

・第 34 回高槻シティーハーフマラソン 

・第 27 回高槻クロスカントリー大会 

・令和 7 年度プロ野球ウエスタンリーグ公式戦への支援 

 

（2） スポーツ体験の機会の提供 

◇主な事業 
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・第 11 回小学生を対象とした合同スポーツ体験教室 

・第 46 回高槻市民スポーツ祭 

・オリックスバファローズ選手による少年野球教室 

・第 11 回親子わくわくベースボールの集い 

・障がい者スポーツ事業への支援 

・ 第 38 回ふれあいプールレクリエーション 

・ 第 39 回サウンドテーブルテニス市民交流大会 

・ 第 36 回ふれあいレクリエーションスポーツの集い 

・ 障がい者スポーツ懇話会へ委員として参加 

・ 第 41 回市民ふれあい運動会 

 

 

３．地域の芸術・文化等の振興に資する事業 【収益事業等】 

市民の芸術・文化等の振興を図り、各施設の利用者への利便の向上を目的として、事業を実施

しました。 

 

（1） 公益目的以外での施設の貸与 

公益目的である芸術・文化等の振興を達成する利用以外にも施設を貸与しました。 

 

（2） 行政機関が使用する場所の管理 

クロスパル高槻内の行政機関（消費生活センター、パスポートセンター等）が使用する場

所の管理を行いました。 

 

（3） 高槻文化友の会運営事業 

会員受付数：高槻文化友の会 2,047 口 

〔内訳：一般会員 613、グリーン会員 1,422、法人会員 12〕 

 

（4） 公演チケットの委託販売 

高槻市における芸術・文化及び生涯学習の振興に資すると判断される公演について、主催

者からの依頼を受けチケットを販売しました。（26 公演） 

 

（5） 施設の利用者の利便を図る事業 

自動販売機の設置、有料駐車場の運営を行いました。  
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月

2
0
日

（
金

）
太

陽
フ

ァ
ル

マ
テ

ッ
ク

ホ
ー

ル
完

売
/
2
0
0

共
催

6
★

德
永

英
明

コ
ン

サ
ー

ト
H

id
ea

ki
 T

o
ku

n
ag

a 
C

o
n
ce

rt
 T

o
u
r 

2
0
2
5

出
演

＝
德

永
英

明
曲

目
＝

翼
の

勇
気

、
レ

イ
ニ

ー
ブ

ル
ー

、
駅

、
時

代
、

L
O

V
E
 I
S
 A

L
L
、

愛
の

賛
歌

、
壊

れ
か

け
の

R
ad

io
　

ほ
か

〔
特

徴
〕
著

名
な

シ
ン

ガ
ー

ソ
ン

グ
ラ

イ
タ

ー
の

全
国

ツ
ア

ー
。

チ
ケ

ッ
ト
は

友
の

会
先

行
販

売
で

完
売

。
全

国
各

地
か

ら
フ

ァ
ン

が
訪

れ
、

劇
場

の
周

知
に

も
つ

な
が

っ
た

。

6
月

2
8
日

（
土

）
ト
リ

シ
マ

ホ
ー

ル
完

売
/
1
,4

1
9

共
催

(1
) 

鑑
賞

事
業
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№
事

　
業

　
名

内
　

容
開

催
日

開
催

場
所

入
場

者
数

（
/
座

席
数

）
主

催
共

催

7
★

桂
米

朝
一

門
会

演
目

と
出

演
＝

「
つ

る
」
米

朝
落

語
(ビ

デ
オ

出
演

)、
一

門
座

談
(桂

南
光

・
桂

千
朝

・
桂

米
團

治
）
、

「
鯉

盗
人

」
桂

あ
さ

吉
、

「
壷

算
」
桂

南
光

、
「
肝

つ
ぶ

し
」
桂

千
朝

、
「
親

子
茶

屋
」
桂

米
團

治

〔
特

徴
〕
戦

後
、

衰
退

し
て

い
た

上
方

落
語

の
復

興
に

尽
力

し
た

人
間

国
宝

桂
米

朝
の

生
誕

百
年

を
記

念
し

た
落

語
会

。
観

客
は

米
朝

の
教

え
を

受
け

継
ぐ

一
門

の
落

語
家

た
ち

に
よ

る
熟

練
の

話
芸

を
楽

し
ん

だ
。

7
月

2
5
日

（
金

）
ト
リ

シ
マ

ホ
ー

ル
3
2
4
/
9
8
3

共
催

8
★

大
阪

・
関

西
万

博
出

演
記

念
高

槻
市

・
益

田
市

姉
妹

都
市

交
流

　
石

見
神

楽
特

別
公

演

出
演

＝
益

田
市

石
見

神
楽

神
和

会
曲

目
＝

岩
戸

/
十

羅
/
大

江
山

/
八

岐
大

蛇

〔
特

徴
〕

高
槻

市
の

姉
妹

都
市

で
あ

る
益

田
市

が
２

０
２

５
大

阪
・
関

西
万

博
会

場
で

行
う

石
見

神
楽

公
演

に
合

わ
せ

、
高

槻
市

で
も

記
念

公
演

を
実

施
。

姉
妹

都
市

交
流

を
促

進
す

る
と

と
も

に
、

珍
し

い
伝

統
芸

能
を

市
民

に
提

供
す

る
機

会
に

な
っ

た
。

8
月

1
日

（
金

）
ト
リ

シ
マ

ホ
ー

ル
8
0
0
/
9
8
3

共
催

9
★

バ
ー

テ
ィ

カ
ル

ダ
ン

ス
×

映
像

投
影

出
演

＝
ダ

ン
ス

／
安

本
亜

沙
美

、
岡

野
亜

紀
子

ほ
か

、
映

像
／

吉
光

清
隆

〔
内

容
〕
劇

場
の

特
徴

的
な

外
観

を
活

か
し

た
ダ

ン
ス

と
映

像
の

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
。

映
像

を
投

影
し

た
大

き
な

コ
ン

ク
リ

ー
ト
壁

面
を

舞
台

に
、

屋
上

か
ら

吊
る

し
た

ロ
ー

プ
を

使
っ

て
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
な

演
技

を
披

露
。

近
隣

の
方

や
舞

台
関

係
者

が
鑑

賞
し

、
屋

外
エ

リ
ア

の
賑

わ
い

に
つ

な
が

っ
た

。

8
月

1
6
日

（
土

）
南

館
　

屋
外

エ
リ

ア
2
0
0

主
催

10
春

風
亭

一
之

輔
　

独
演

会

演
目

と
出

演
＝

「
青

菜
」
「
子

別
れ

」
春

風
亭

一
之

輔
、

「
夏

泥
」
立

川
志

の
大

、
「
桃

太
郎

」
春

風
亭

ら
い

ち

〔
特

徴
〕
テ

レ
ビ

・
ラ

ジ
オ

な
ど

の
メ

デ
ィ

ア
で

も
活

躍
す

る
人

気
落

語
家

の
春

風
亭

一
之

輔
に

よ
る

独
演

会
。

古
典

落
語

に
時

事
ネ

タ
を

盛
り

込
む

得
意

の
芸

風
を

披
露

し
、

会
場

を
沸

か
せ

た
。

8
月

2
8
日

（
木

）
ト
リ

シ
マ

ホ
ー

ル
完

売
/
9
1
9

共
催

11
高

槻
文

化
友

の
会

特
別

企
画

徳
田

恵
美

　
津

軽
三

味
線

コ
ン

サ
ー

ト
　

和
の

競
演

出
演

＝
津

軽
三

味
線

／
徳

田
恵

美
、

西
村

孝
樹

、
松

葉
拡

和
、

横
笛

／
岡

 奈
系

香
、

和
太

鼓
・
筝

／
く

み
こ

曲
目

＝
あ

ど
は

だ
り

、
津

軽
あ

い
や

節
、

千
本

桜
、

じ
ょ

ん
か

ら
合

奏
曲

、
津

軽
海

峡
冬

景
色

、
俵

積
み

唄
、

sp
id

er
、

江
州

音
頭

、
津

軽
じ

ょ
ん

か
ら

節
曲

弾
き

　
ほ

か

〔
特

徴
〕
高

槻
市

出
身

の
三

味
線

奏
者

に
よ

る
コ

ン
サ

ー
ト
。

地
元

の
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
の

紹
介

を
行

う
と

と
も

に
、

上
演

機
会

の
少

な
い

三
味

線
と

和
楽

器
の

演
奏

を
気

軽
に

楽
し

め
る

機
会

を
提

供
。

8
月

3
1
日

（
日

）
中

ホ
ー

ル
完

売
/
4
9
8

主
催

12
平

和
堂

財
団

芸
術

奨
励

賞
受

賞
者

演
奏

会
シ

リ
ー

ズ
ｖ
ｏ
ｌ．

2
8

鳩
の

音
楽

会
2
0
2
5

出
演

＝
ピ

ア
ノ

／
新

水
咲

由
美

、
村

田
美

由
紀

、
マ

リ
ン

バ
／

松
本

知
暁

　
ほ

か
曲

目
＝

シ
ュ

ー
マ

ン
：
献

呈
、

ピ
ア

ソ
ラ

：
ブ

エ
ノ

ス
ア

イ
レ

ス
の

夏
、

三
木

稔
：
マ

リ
ン

バ
・
ス

ピ
リ

チ
ュ

ア
ル

、
チ

ャ
イ

コ
フ

ス
キ

ー
：
《
く

る
み

割
り

人
形

》
よ

り
“
花

の
ワ

ル
ツ

”
　

　
ほ

か

〔
特

徴
〕
滋

賀
県

在
住

・
在

職
・
出

身
で

将
来

優
秀

な
芸

術
活

動
が

期
待

で
き

る
新

進
芸

術
家

の
活

動
助

成
の

た
め

公
益

財
団

法
人

平
和

堂
財

団
が

実
施

し
て

い
る

芸
術

奨
励

賞
（
音

楽
部

門
）
受

賞
者

に
よ

る
演

奏
会

。
び

わ
湖

ホ
ー

ル
、

ひ
こ

ね
市

文
化

プ
ラ

ザ
と

高
槻

で
開

催
。

9
月

1
1
日

（
木

）
ト
リ

シ
マ

ホ
ー

ル
6
5
6
/
9
8
3

共
催
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№
事

　
業

　
名

内
　

容
開

催
日

開
催

場
所

入
場

者
数

（
/
座

席
数

）
主

催
共

催

13
★

日
本

セ
ン

チ
ュ

リ
ー

交
響

楽
団

 北
摂

定
期

演
奏

会
～

高
槻

公
演

～

出
演

＝
指

揮
／

久
石

 譲
、

管
弦

楽
／

日
本

セ
ン

チ
ュ

リ
ー

交
響

楽
団

、
合

唱
／

日
本

セ
ン

チ
ュ

リ
ー

合
唱

団
曲

目
＝

久
石

 譲
：
シ

ン
フ

ォ
ニ

ア
 ～

室
内

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

の
た

め
の

～
 か

ら
 第

3
楽

章
 デ

ィ
ヴ

ェ
ル

テ
ィ

メ
ン

ト
、

ベ
ー

ト
ー

ヴ
ェ

ン
：
交

響
曲

 第
1
番

 ハ
長

調
 作

品
2
1
、

ラ
ヴ

ェ
ル

：
ダ

フ
ニ

ス
と

ク
ロ

エ
 第

2
組

曲
、

ボ
レ

ロ

〔
特

徴
〕
2
0
2
5
年

4
月

に
日

本
セ

ン
チ

ュ
リ

ー
交

響
楽

団
の

音
楽

監
督

に
就

任
し

た
久

石
 譲

の
指

揮
に

よ
る

演
奏

会
。

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

の
定

期
公

演
と

連
動

し
て

北
摂

地
域

で
初

開
催

。

9
月

2
7
日

（
土

）
ト
リ

シ
マ

ホ
ー

ル
完

売
/
1
,3

5
3

共
催

14
★

劇
場

版
！

？
空

飛
ぶ

紙
芝

居
『
ス

パ
イ

ス
ア

ー
サ

ー
7
0
2
』

作
・
演

出
＝

P
Y

O
N

K
Y

　
出

演
＝

語
り

／
伊

舞
な

お
み

、
黒

子
／

田
中

慎
也

、
め

く
り

役
／

P
Y

O
N

K
Y

、
唄

／
藤

川
晃

史
、

お
囃

子
／

た
ー

ぼ
ー

　
ほ

か
内

容
＝

紙
芝

居
作

品
『
ル

ー
プ

甲
子

園
』
『
フ

リ
ー

ダ
・
カ

ー
ロ

』
　

　
　

　
・
昼

の
部

『
グ

ー
チ

ョ
キ

パ
ー

で
あ

そ
ぼ

う
』
『
ひ

る
ち

ゃ
ん

と
よ

る
ち

ゃ
ん

』
　

　
　

　
・
夜

の
部

『
F
L
Y

 A
M

IG
O

!』

〔
特

徴
〕

プ
ロ

の
俳

優
や

ミ
ュ

ー
ジ

シ
ャ

ン
に

よ
る

語
り

・
生

演
奏

な
ど

の
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

を
加

え
た

紙
芝

居
公

演
。

ダ
ン

ス
や

影
絵

な
ど

ホ
ー

ル
の

空
間

や
設

備
を

活
か

し
た

演
出

も
取

り
入

れ
た

、
独

自
性

の
高

い
作

品
を

披
露

し
た

。

1
0
月

4
日

（
土

）
サ

ン
ユ

レ
ッ

ク
ホ

ー
ル

1
9
0
/
3
3
6

主
催

15
★

俳
協

6
5
th

×
声

優
朗

読
劇

フ
ォ

ア
レ

ー
ゼ

ン
総

天
然

色
－

1
9
6
0
年

、
東

京
の

下
町

で
。

－

脚
本

＝
龍

沢
千

秋
出

演
＝

朗
読

／
池

田
秀

一
、

笠
間

淳
、

梶
原

岳
人

、
鈴

木
絵

理
、

星
谷

美
緒

　
　

　
　

 ピ
ア

ノ
／

望
月

晶
内

容
＝

朗
読

劇
「
総

天
然

色
－

1
9
6
0
年

、
東

京
の

下
町

で
。

－
」

〔
特

徴
〕
声

優
事

務
所

・
東

京
俳

優
生

活
協

同
組

合
の

創
立

6
5
周

年
を

記
念

し
た

全
国

ツ
ア

ー
の

大
阪

公
演

。
創

立
当

時
の

東
京

が
舞

台
と

な
る

本
公

演
の

た
め

に
制

作
さ

れ
た

新
作

朗
読

劇
を

上
演

。

1
0
月

5
日

（
日

）
中

ホ
ー

ル
完

売
/
5
5
5

共
催

16
★

キ
ー

ウ
・
ク

ラ
シ

ッ
ク

・
バ

レ
エ

チ
ャ

イ
コ

フ
ス

キ
ー

 夢
の

３
大

バ
レ

エ
～

名
場

面
集

～

出
演

＝
キ

ー
ウ

・
ク

ラ
シ

ッ
ク

・
バ

レ
エ

団

〔
特

徴
〕
チ

ャ
イ

コ
フ

ス
キ

ー
の

残
し

た
3
大

ク
ラ

シ
ッ

ク
バ

レ
エ

か
ら

、
花

の
ワ

ル
ツ

(く
る

み
割

人
形

)や
湖

畔
の

白
鳥

(白
鳥

の
湖

)、
宮

殿
の

青
い

鳥
(眠

れ
る

森
の

美
女

)な
ど

、
各

作
品

を
代

表
す

る
場

面
で

構
成

。
世

界
各

国
で

実
績

の
あ

る
バ

レ
エ

芸
術

に
触

れ
る

貴
重

な
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

1
0
月

7
日

（
火

）
ト
リ

シ
マ

ホ
ー

ル
6
3
2
/
9
8
3

共
催

17
★

箏
×

ピ
ア

ノ
×

ジ
ャ

ズ
L
E
O

 w
it
h
 林

正
樹

 ス
ペ

シ
ャ

ル
・
コ

ン
サ

ー
ト

出
演

＝
箏

／
L
E
O

、
ピ

ア
ノ

／
林

正
樹

曲
目

＝
さ

く
ら

さ
く

ら
、

宮
城

道
雄

：
手

事
、

山
田

耕
筰

：
赤

と
ん

ぼ
、

坂
本

龍
一

：
1
9
1
9
、

林
正

樹
：
T

ea
l、

今
野

玲
央

：
D

ee
p
 B

lu
e、

テ
ィ

グ
ラ

ン
・
ハ

マ
シ

ア
ン

：
V

ar
d
av

ar
　

ほ
か

〔
特

徴
〕
新

進
気

鋭
の

箏
奏

者
と

多
様

な
ジ

ャ
ン

ル
で

活
躍

す
る

ピ
ア

ニ
ス

ト
に

よ
る

コ
ン

サ
ー

ト
。

楽
器

や
楽

曲
の

紹
介

な
ど

の
ト
ー

ク
を

挟
み

な
が

ら
、

自
作

曲
、

現
代

音
楽

、
海

外
作

品
な

ど
幅

広
い

レ
パ

ー
ト
リ

ー
を

披
露

。
邦

楽
の

新
た

な
魅

力
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

1
0
月

1
8
日

（
土

）
太

陽
フ

ァ
ル

マ
テ

ッ
ク

ホ
ー

ル
完

売
/
1
9
6

主
催

18
★

た
か

つ
き

ん
ご

打
！

金
管

五
重

奏
と

打
楽

器
の

午
後

出
演

＝
ト
ラ

ン
ペ

ッ
ト
／

新
穂

優
子

、
西

馬
健

史
、

ホ
ル

ン
／

永
武

靖
子

、
ト
ロ

ン
ボ

ー
ン

／
村

井
博

之
、

チ
ュ

ー
バ

／
北

畑
聡

子
、

パ
ー

カ
ッ

シ
ョ
ン

／
廣

川
祐

史
曲

目
＝

シ
ャ

ル
パ

ン
テ

ィ
エ

：
テ

・
デ

ウ
ム

、
ケ

イ
メ

ン
：
五

重
奏

曲
、

酒
井

 格
：
た

な
ば

た
、

A
列

車
で

行
こ

う
、

M
rs

.G
R
E
E
N

 A
P
P
L
E
：
ケ

セ
ラ

セ
ラ

、
ウ

エ
ス

ト
・
サ

イ
ド

・
ス

ト
ー

リ
ー

よ
り

　
ほ

か

〔
特

徴
〕

高
槻

市
在

住
・
ゆ

か
り

の
あ

る
演

奏
家

に
よ

る
コ

ン
サ

ー
ト
。

吹
奏

楽
で

も
馴

染
み

深
い

金
管

楽
器

を
主

役
に

ク
ラ

シ
ッ

ク
か

ら
J-

P
O

P
の

編
曲

ま
で

幅
広

い
曲

目
で

構
成

、
参

加
型

プ
ロ

グ
ラ

ム
も

交
え

て
金

管
五

重
奏

の
魅

力
を

多
角

的
に

伝
え

た
。

1
1
月

8
日

（
土

）
太

陽
フ

ァ
ル

マ
テ

ッ
ク

ホ
ー

ル
9
7
/
2
0
5

主
催

-10-



№
事

　
業

　
名

内
　

容
開

催
日

開
催

場
所

入
場

者
数

（
/
座

席
数

）
主

催
共

催

19
第

2
8
回

 高
槻

明
月

能

演
目

と
出

演
＝

仕
舞

「
胡

蝶
」
片

山
九

郎
右

衛
門

、
狂

言
「
隠

狸
」
野

村
萬

斎
、

能
「
土

蜘
蛛

 入
違

之
伝

 サ
ゝ

カ
ニ

」
片

山
九

郎
右

衛
門

　
ほ

か

〔
特

徴
〕
最

高
水

準
の

演
者

に
よ

り
劇

場
ブ

ラ
ン

ド
と

し
て

継
続

開
催

。
京

都
の

片
山

家
能

楽
・
京

舞
保

存
財

団
と

の
協

働
企

画
。

片
山

九
郎

右
衛

門
に

よ
る

ホ
ー

ル
機

能
を

生
か

し
た

演
出

が
特

徴
。

1
1
月

2
0
日

（
木

）
中

ホ
ー

ル
完

売
/
5
7
3

主
催

20
★

ア
ン

サ
ン

ブ
ル

九
条

山
コ

ン
サ

ー
ト
vo

l.
1
7

ス
ペ

ク
ト
ル

、
そ

の
先

へ
 ジ

ャ
ン

＝
リ

ュ
ッ

ク
・
エ

ル
ヴ

ェ
を

迎
え

て

出
演

＝
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
九

条
山

、
指

揮
と

お
話

／
夏

田
昌

和
、

お
話

／
ジ

ャ
ン

=
リ

ュ
ッ

ク
・
エ

ル
ヴ

ェ
曲

目
＝

コ
ン

ビ
エ

：
石

の
煙

（
日

本
初

演
）
、

エ
ル

ヴ
ェ

：
四

方
の

草
木

も
靡

く
か

と
（
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
九

条
山

委
嘱

作
品

：
世

界
初

演
）
、

＃
4
（
…

音
は

廻
（
め

ぐ
）
る

）
バ

ス
フ

ル
ー

ト
と

エ
レ

ク
ト
ロ

ニ
ク

ス
の

た
め

の
（
日

本
初

演
）
、

グ
リ

ゼ
ー

：
タ

レ
ア

　
ほ

か

〔
特

徴
〕
フ

ラ
ン

ス
現

代
音

楽
の

ス
ペ

ク
ト
ル

楽
派

の
曲

で
構

成
し

た
コ

ン
サ

ー
ト
。

在
仏

の
作

曲
家

や
指

揮
者

の
解

説
を

交
え

て
、

演
奏

さ
れ

る
機

会
の

少
な

い
現

代
音

楽
を

気
軽

に
楽

し
む

場
を

提
供

し
た

。

1
1
月

3
0
日

（
日

）
太

陽
フ

ァ
ル

マ
テ

ッ
ク

ホ
ー

ル
9
4
/
2
0
5

共
催

21
★

河
合

穂
高

×
下

鴨
車

窓
黄

色
の

森

作
＝

河
合

穂
高

、
演

出
＝

田
辺

剛
（
下

鴨
車

窓
）

出
演

＝
坂

井
初

音
、

福
井

菜
月

（
下

鴨
車

窓
）
、

高
瀬

川
す

て
ら

（
劇

団
Z
T

O
N

）
内

容
＝

演
劇

公
演

「
黄

色
の

森
」

〔
特

徴
〕
京

都
を

拠
点

に
国

内
外

で
活

動
を

行
っ

て
い

る
劇

団
に

よ
る

演
劇

上
演

。
劇

作
家

・
河

合
穂

高
が

第
8
回

せ
ん

だ
い

短
編

戯
曲

賞
大

賞
を

受
賞

し
た

脚
本

「
黄

色
の

森
」
を

上
演

す
る

ツ
ア

ー
企

画
の

大
阪

公
演

。

1
2
月

6
日

（
土

）
1
2
月

7
日

（
日

）

サ
ン

ユ
レ

ッ
ク

ホ
ー

ル
の

べ
2
4
6

共
催

22
高

槻
文

化
友

の
会

特
別

企
画

テ
イ

ク
★

サ
テ

リ
ッ

コ
 V

o
l.
1
4
　

「
8
0
分

間
世

界
一

周
！

」

出
演

＝
T

A
K

E
★

S
A

T
'e

lic
cO

（
テ

ノ
ー

ル
／

竹
内

直
紀

、
ヴ

ァ
イ

オ
リ

ン
／

佐
藤

一
紀

、
ピ

ア
ノ

／
三

浦
栄

里
子

）
曲

目
＝

8
0
日

間
世

界
一

周
、

「
く

る
み

割
り

人
形

」
組

曲
よ

り
“
葦

笛
の

踊
り

”
、

ハ
ン

ガ
リ

ー
舞

曲
第

5
番

、
映

画
「
ひ

ま
わ

り
」
の

テ
ー

マ
、

子
犬

の
ワ

ル
ツ

、
銀

河
鉄

道
9
9
9
、

オ
ー

ソ
レ

ミ
オ

　
ほ

か

〔
特

徴
〕
関

西
を

中
心

に
0
才

か
ら

入
場

で
き

る
ク

ラ
シ

ッ
ク

コ
ン

サ
ー

ト
を

展
開

す
る

ユ
ニ

ー
ク

な
編

成
の

ト
リ

オ
に

よ
る

演
奏

会
。

寸
劇

付
き

の
曲

紹
介

や
手

拍
子

や
振

り
真

似
で

観
客

が
参

加
で

き
る

コ
ー

ナ
ー

な
ど

を
交

え
な

が
ら

世
界

各
国

の
楽

曲
を

8
0
分

間
で

演
奏

す
る

と
い

う
趣

向
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

客
席

を
盛

り
上

げ
た

。

1
2
月

2
0
日

（
土

）
太

陽
フ

ァ
ル

マ
テ

ッ
ク

ホ
ー

ル
完

売
/
3
9
2

主
催

23
★

劇
団

壱
劇

屋
 イ

マ
ー

シ
ブ

シ
ア

タ
ー

「
K

IN
G

 O
F
 高

槻
城

」

脚
本

・
演

出
＝

大
熊

隆
太

郎
　

出
演

＝
劇

団
壱

劇
屋

劇
団

員
　

ほ
か

内
容

＝
演

劇
公

演
 イ

マ
ー

シ
ブ

シ
ア

タ
ー

『
K

IN
G

 O
F
 高

槻
城

』

〔
特

徴
〕
2
0
2
5
年

1
月

の
南

館
B

1
エ

リ
ア

を
使

用
し

た
オ

ー
ル

ス
タ

ン
デ

ィ
ン

グ
作

品
が

好
評

だ
っ

た
劇

団
壱

劇
屋

に
よ

る
南

館
全

館
を

会
場

と
し

た
観

客
体

験
型

の
イ

マ
ー

シ
ブ

演
劇

公
演

。
観

客
は

出
演

者
と

交
流

し
つ

つ
館

内
を

散
策

し
、

物
語

の
登

場
人

物
と

な
っ

て
世

界
観

を
体

感
し

な
が

ら
作

品
を

楽
し

ん
だ

。

1
2
月

2
5
日

（
木

）
～

1
2
月

2
8
日

（
日

）

南
館

　
全

館
の

べ
8
1
7

主
催

24
★

桂
二

葉
 独

演
会

出
演

と
演

目
＝

桂
二

葉
「
つ

る
」
「
上

燗
屋

」
「
し

じ
み

売
り

」
、

桂
九

寿
玉

「
元

犬
」
、

ゲ
ス

ト
（
太

神
楽

）
／

ラ
ッ

キ
ー

舞

〔
特

徴
〕
テ

レ
ビ

・
ラ

ジ
オ

な
ど

で
も

活
躍

す
る

人
気

落
語

家
・
桂

二
葉

に
よ

る
高

槻
初

の
独

演
会

。
二

葉
は

正
統

派
の

語
り

口
に

現
代

的
な

セ
ン

ス
を

融
合

さ
せ

た
確

か
な

話
芸

で
趣

の
異

な
る

三
席

を
口

演
。

ゲ
ス

ト
の

ラ
ッ

キ
ー

舞
は

緊
張

感
あ

ふ
れ

る
太

神
楽

曲
芸

を
披

露
し

、
落

語
と

は
違

っ
た

寄
席

演
芸

の
魅

力
を

提
供

し
た

。

1
月

3
1
日

（
土

）
中

ホ
ー

ル
完

売
/
5
9
2

主
催

-11-



№
事

　
業

　
名

内
　

容
開

催
日

開
催

場
所

入
場

者
数

（
/
座

席
数

）
主

催
共

催

25
★

雅
楽

響
宴

出
演

＝
第

1
部

 博
雅

会
/
 雅

楽
バ

サ
ラ

/
平

安
雅

楽
会

 /
 N

ao
yu

ki
 M

A
N

A
B

E
 G

A
G

A
K

U
 E

n
se

m
b
le

第
2
部

 雅
楽

道
友

会
 /

 天
王

寺
楽

所
雅

亮
会

 /
 花

舞
鳥

歌
風

遊
月

響
雅

楽
団

/
一

般
社

団
法

人
大

阪
楽

所

〔
特

徴
〕

関
東

・
関

西
の

雅
楽

団
体

（
8
団

体
）
が

一
堂

に
会

し
、

そ
れ

ぞ
れ

が
演

目
を

披
露

す
る

オ
ム

ニ
バ

ス
公

演
。

高
槻

市
と

包
括

連
携

協
定

を
締

結
し

た
一

般
社

団
法

人
雅

楽
協

会
と

の
共

催
で

、
珍

し
い

伝
統

芸
能

の
鑑

賞
機

会
を

市
民

に
提

供
し

た
。

1
月

3
1
日

（
土

）
太

陽
フ

ァ
ル

マ
テ

ッ
ク

ホ
ー

ル
の

べ
2
2
6

共
催

26
★

ト
リ

オ
・
リ

ベ
ル

タ
　

コ
ン

サ
ー

ト

出
演

＝
ト
リ

オ
・
リ

ベ
ル

タ
　

　
　

　
ピ

ア
ノ

・
ヴ

ォ
ー

カ
ル

／
中

岡
太

志
、

ヴ
ァ

イ
オ

リ
ン

／
石

田
泰

尚
、

サ
ク

ソ
フ

ォ
ン

／
松

原
孝

政
曲

目
＝

コ
ー

ル
・
ポ

ー
タ

ー
:ソ

ー
・
イ

ン
・
ラ

ヴ
、

ジ
ョ
ー

ジ
・
ガ

ー
シ

ュ
ウ

ィ
ン

:ラ
プ

ソ
デ

ィ
ー

・
イ

ン
・
ブ

ル
ー

、
リ

シ
ャ

ー
ル

・
ガ

リ
ア

ー
ノ

:ク
ロ

ー
ド

の
タ

ン
ゴ

、
ア

ス
ト
ル

・
ピ

ア
ソ

ラ
:レ

オ
ノ

ー
ラ

の
愛

の
テ

ー
マ

　
ほ

か

〔
特

徴
〕
ク

ラ
シ

ッ
ク

界
の

一
線

で
活

躍
す

る
3
名

の
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
に

よ
る

リ
サ

イ
タ

ル
。

ピ
ア

ソ
ラ

楽
曲

を
中

心
に

ク
ラ

シ
ッ

ク
、

ジ
ャ

ズ
、

タ
ン

ゴ
な

ど
様

々
な

ジ
ャ

ン
ル

の
楽

曲
を

独
自

の
編

成
で

披
露

し
た

。

2
月

1
5
日

（
日

）
ト
リ

シ
マ

ホ
ー

ル
完

売
/
9
5
1

主
催

27
★

小
椋

 佳
 歌

紡
ぎ

の
会

出
演

＝
小

椋
 佳

曲
目

＝
俺

た
ち

の
旅

、
夢

芝
居

、
愛

し
き

日
々

、
シ

ク
ラ

メ
ン

の
か

ほ
り

、
愛

燦
燦

、
山

河
　

ほ
か

〔
特

徴
〕

作
詞

・
作

曲
家

と
し

て
も

知
ら

れ
る

シ
ン

ガ
ー

ソ
ン

グ
ラ

イ
タ

ー
に

よ
る

公
演

。
洒

脱
な

語
り

を
交

え
て

往
年

の
ヒ

ッ
ト
曲

を
歌

い
上

げ
た

。

2
月

2
0
日

（
金

）
ト
リ

シ
マ

ホ
ー

ル
完

売
/
1
,4

1
7

共
催

28
京

都
市

交
響

楽
団

　
高

槻
公

演

出
演

＝
指

揮
／

出
口

大
地

　
　

ホ
ル

ン
／

福
川

伸
陽

　
　

管
弦

楽
／

京
都

市
交

響
楽

団
曲

目
＝

グ
リ

エ
ー

ル
：
ホ

ル
ン

協
奏

曲
、

チ
ャ

イ
コ

フ
ス

キ
ー

：
交

響
曲

第
4
番

 ほ
か

〔
特

徴
〕
開

館
記

念
の

ベ
ー

ト
ー

ヴ
ェ

ン
「
第

九
」
公

演
に

も
出

演
し

た
名

門
オ

ー
ケ

ス
ト
ラ

に
よ

る
演

奏
会

。
新

進
気

鋭
の

指
揮

者
、

日
本

を
代

表
す

る
ホ

ル
ン

奏
者

と
の

共
演

に
よ

り
良

質
な

鑑
賞

体
験

を
提

供
し

た
。

2
月

2
1
日

（
土

）
ト
リ

シ
マ

ホ
ー

ル
8
4
6
/
1
,5

0
5

主
催

29
★

中
村

勘
九

郎
 中

村
七

之
助

 春
暁

歌
舞

伎
特

別
公

演
 2

0
2
6

出
演

＝
中

村
勘

九
郎

　
中

村
七

之
助

、
中

村
い

て
う

　
ほ

か
	

内
容

＝
ト
ー

ク
コ

ー
ナ

ー
、

艶
紅

曙
接

拙
　

紅
翫

　
常

磐
津

連
中

、
墨

塗
女

	 〔
特

徴
〕

人
気

の
歌

舞
伎

一
座

に
よ

る
全

国
巡

回
舞

踊
公

演
を

高
槻

で
3
年

ぶ
り

に
開

催
。

華
や

か
な

舞
踊

劇
と

7
7
年

ぶ
り

に
上

演
す

る
狂

言
物

の
2
本

立
て

。
全

国
か

ら
フ

ァ
ン

が
訪

れ
劇

場
と

高
槻

市
の

周
知

に
つ

な
が

っ
た

。

3
月

2
0
日

（
金

・
祝

）
ト
リ

シ
マ

ホ
ー

ル
完

売
/
2
,9

3
1

共
催

30
★

岸
部

眞
明

 ソ
ロ

ラ
イ

ブ
 I
N

 T
A

K
A

T
S
U

K
I

出
演

＝
ア

コ
ー

ス
テ

ィ
ッ

ク
ギ

タ
ー

／
岸

部
眞

明
曲

目
＝

岸
部

眞
明

:大
地

の
向

こ
う

に
、

B
la

ck
 B

ac
ca

ra
、

遥
か

な
る

富
士

、
奇

跡
の

山
、

花
、

N
ig

h
t 

in
 T

ai
p
ei

　
ほ

か

〔
特

徴
〕
日

本
有

数
の

ア
コ

ー
ス

テ
ィ

ッ
ク

ギ
タ

ー
奏

者
に

よ
る

ソ
ロ

コ
ン

サ
ー

ト
。

フ
ィ

ン
ガ

ー
ピ

ッ
キ

ン
グ

特
有

の
多

層
的

で
表

現
力

の
高

い
演

奏
で

観
客

を
魅

了
し

た
。

3
月

2
1
日

（
土

）
太

陽
フ

ァ
ル

マ
テ

ッ
ク

ホ
ー

ル
1
0
8
/
2
0
5

主
催

-12-



№
事

　
業

　
名

内
　

容
開

催
日

開
催

場
所

入
場

者
数

（
/
座

席
数

）
主

催
共

催

1
茂

山
一

族
デ

ラ
ッ

ク
ス

狂
言

会
プ

レ
イ

ベ
ン

ト
～

あ
き

ら
さ

ん
、

千
之

丞
さ

ん
を

迎
え

て
～

出
演

＝
茂

山
あ

き
ら

、
茂

山
千

之
丞

内
容

＝
本

公
演

の
見

ど
こ

ろ
を

交
え

た
ト
ー

ク
、

狂
言

「
土

筆
」
の

実
演

と
質

疑
応

答

〔
特

徴
〕
本

公
演

に
向

け
た

分
か

り
や

す
い

解
説

に
よ

り
、

観
客

は
古

典
芸

能
で

あ
る

狂
言

を
気

軽
に

楽
し

む
こ

と
が

で
き

た
。

4
月

2
0
日

（
日

）
サ

ン
ユ

レ
ッ

ク
ホ

ー
ル

1
4
4
/
1
6
8

主
催

2
人

形
劇

団
ク

ラ
ル

テ
公

演
『
1
1
ぴ

き
の

ね
こ

と
ぶ

た
』

出
演

＝
人

形
劇

団
ク

ラ
ル

テ
内

容
＝

人
形

劇
『
1
1
ぴ

き
の

ね
こ

と
ぶ

た
』
（
原

作
／

馬
場

の
ぼ

る
、

脚
色

・
演

出
／

東
口

次
登

、
人

形
美

術
／

永
島

梨
枝

子
、

舞
台

美
術

／
西

島
加

寿
子

、
音

楽
／

茨
木

新
平

〔
特

徴
〕
7
月

恒
例

の
子

ど
も

向
け

人
形

劇
公

演
。

2
0
2
0
年

に
新

作
初

演
し

完
売

と
な

っ
た

作
品

を
再

演
、

発
売

か
ら

2
週

間
で

完
売

。
大

勢
の

親
子

連
れ

が
舞

台
を

楽
し

ん
だ

。
手

話
通

訳
に

よ
る

鑑
賞

サ
ポ

ー
ト
も

実
施

。

7
月

2
1
日

（
月

・
祝

）
中

ホ
ー

ル
完

売
/
5
5
8

共
催

3
T

T
R
能

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
　

謡
と

鼓
の

短
期

体
験

教
室

講
師

＝
幸

流
小

鼓
方

 成
田

達
志

、
大

倉
流

大
鼓

方
 山

本
哲

也
内

容
＝

能
の

解
説

（
前

期
「
楊

貴
妃

・
景

清
」
、

後
期

「
和

魂
Ⅺ

」
『
観

世
流

vs
金

春
流

』
流

儀
大

解
剖

！
）

　
　

　
　

 謡
と

大
鼓

・
小

鼓
の

体
験

〔
特

徴
〕
能

の
囃

子
方

が
指

導
す

る
謡

と
鼓

の
体

験
講

座
。

初
心

者
が

気
軽

に
能

楽
に

触
れ

、
既

に
親

し
ん

で
い

る
方

に
は

よ
り

深
い

理
解

を
得

る
機

会
を

提
供

。
前

期
は

2
回

の
講

座
の

み
の

コ
ー

ス
、

後
期

は
能

楽
堂

公
演

鑑
賞

付
の

二
つ

の
コ

ー
ス

を
設

定
。

前
期

8
月

、
9
月

後
期

1
月

、
2
月

講
座

中
ス

タ
ジ

オ
４

公
演

大
槻

能
楽

堂
湊

川
神

社
神

能
殿

の
べ

1
1
2

共
催

4
高

槻
城

公
園

芸
術

文
化

劇
場

オ
ー

プ
ン

デ
ー

　
ふ

ら
っ

と
♪

T
A

T

内
容

＝
南

館
全

体
を

使
用

し
、

ト
リ

シ
マ

ホ
ー

ル
見

学
会

、
東

映
京

都
撮

影
所

に
よ

る
侍

シ
ョ
ー

、
太

陽
フ

ァ
ル

マ
テ

ッ
ク

ホ
ー

ル
で

の
無

料
コ

ン
サ

ー
ト
な

ど
体

験
型

・
鑑

賞
型

の
計

1
5
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
。

〔
特

徴
〕
劇

場
で

遊
ぼ

う
！

を
コ

ン
セ

プ
ト
に

気
軽

に
劇

場
に

訪
れ

る
こ

と
の

で
き

る
オ

ー
プ

ン
デ

ー
を

昨
年

に
引

き
続

き
実

施
。

多
く

の
来

場
が

あ
り

幅
広

い
層

が
劇

場
を

身
近

に
感

じ
芸

術
文

化
に

ふ
れ

る
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

市
内

団
体

協
力

プ
ロ

グ
ラ

ム
や

京
都

芸
術

大
学

学
生

企
画

な
ど

地
域

や
大

学
と

連
携

し
、

地
域

と
と

も
に

賑
わ

い
を

創
出

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

8
月

1
6
日

（
土

）
南

館
の

べ
4
,1

0
4

主
催

5
学

校
等

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

事
業

「
い

ま
し

ろ
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
ロ

ビ
ー

コ
ン

サ
ー

ト
」

出
演

＝
ト
ラ

ン
ペ

ッ
ト
／

滝
村

洋
子

、
常

盤
井

大
志

、
ホ

ル
ン

／
永

武
靖

子
、

ト
ロ

ン
ボ

ー
ン

／
岸

部
雅

史
、

チ
ュ

ー
バ

／
北

畑
聡

子
曲

目
＝

聖
者

の
行

進
、

M
rs

.G
R
E
E
N

 A
P
P
L
E
：
ケ

セ
ラ

セ
ラ

、
手

の
ひ

ら
を

太
陽

に
、

モ
ー

ツ
ァ

ル
ト
：
ホ

ル
ン

協
奏

曲
1

番
、

動
物

の
謝

肉
祭

よ
り

 象
　

ほ
か

〔
特

徴
〕
地

域
や

学
校

に
出

向
い

て
音

楽
な

ど
の

芸
術

文
化

に
触

れ
て

も
ら

う
と

と
も

に
当

事
業

団
の

活
動

の
周

知
の

機
会

と
す

る
ア

ウ
ト
リ

ー
チ

事
業

。
今

城
塚

古
代

歴
史

館
の

協
力

で
無

料
の

ロ
ビ

ー
コ

ン
サ

ー
ト
を

開
催

。
幅

広
い

世
代

の
方

が
金

管
五

重
奏

を
楽

し
ん

だ
。

8
月

2
4
日

（
日

）
今

城
塚

古
代

歴
史

館
玄

関
ホ

ー
ル

1
3
0

主
催

6
高

槻
明

月
能

プ
レ

イ
ベ

ン
ト

能
は

ゆ
か

し
い

 お
も

し
ろ

い

出
演

＝
片

山
九

郎
右

衛
門

（
シ

テ
方

観
世

流
能

楽
師

）
聞

き
手

＝
亀

岡
典

子
（
産

経
新

聞
大

阪
本

社
客

員
特

別
記

者
）

内
容

＝
高

槻
明

月
能

の
演

目
「
土

蜘
蛛

」
の

解
説

を
中

心
に

能
楽

に
つ

い
て

の
お

話
。

〔
特

徴
〕
能

「
土

蜘
蛛

」
の

記
録

映
像

を
投

影
し

な
が

ら
、

シ
テ

な
ら

で
は

の
役

に
寄

り
添

っ
た

視
点

で
あ

ら
す

じ
や

作
品

の
見

ど
こ

ろ
を

解
説

。
謡

の
一

節
を

仕
舞

で
実

演
し

、
装

束
着

付
け

体
験

も
行

っ
た

。

1
0
月

9
日

（
木

）
サ

ン
ユ

レ
ッ

ク
ホ

ー
ル

6
6
/
1
6
8

主
催

(2
) 

普
及

・
育

成
事

業
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№
事

　
業

　
名

内
　

容
開

催
日

開
催

場
所

入
場

者
数

（
/
座

席
数

）
主

催
共

催

7
学

校
等

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

事
業

「
高

槻
病

院
　

が
ん

患
者

合
同

サ
ロ

ン
コ

ン
サ

ー
ト
」

出
演

＝
ピ

ア
ノ

／
吉

久
夏

子
、

ヴ
ァ

イ
オ

リ
ン

／
木

村
修

子
曲

目
＝

エ
ル

ガ
ー

：
朝

の
歌

、
愛

の
挨

拶
、

ノ
ク

タ
ー

ン
 遺

作
、

つ
じ

あ
や

の
：
風

に
な

る
、

川
の

流
れ

の
よ

う
に

、
リ

ベ
ル

タ
ン

ゴ
、

ク
ロ

ー
ル

：
バ

ン
ジ

ョ
ー

と
フ

ィ
ド

ル

〔
特

徴
〕
高

槻
音

楽
家

協
会

と
の

協
働

で
が

ん
患

者
と

家
族

、
病

院
ス

タ
ッ

フ
を

対
象

に
し

た
ア

ウ
ト
リ

ー
チ

コ
ン

サ
ー

ト
を

開
催

。
劇

場
を

訪
れ

る
の

が
難

し
い

方
々

に
気

軽
に

演
奏

を
楽

し
む

機
会

を
提

供
し

た
。

1
1
月

9
日

（
日

）

愛
仁

会
看

護
助

産
専

門
学

校
ナ

イ
チ

ン
ゲ

ー
ル

ホ
ー

ル
2
0

主
催

8
★

高
槻

市
内

中
学

校
　

芸
術

鑑
賞

会

出
演

＝
大

阪
フ

ィ
ル

ハ
ー

モ
ニ

ー
交

響
楽

団
　

　
　

　
 指

揮
/
高

井
優

希
曲

目
＝

チ
ャ

イ
コ

フ
ス

キ
ー

：
バ

レ
エ

組
曲

 「
眠

り
の

森
の

美
女

」
 よ

り
 “

ワ
ル

ツ
”
　

ほ
か

　
　

　
【
楽

器
紹

介
】
ボ

ブ
佐

久
間

：
イ

ン
ス

ト
ゥ

ル
メ

ン
タ

ル
・
ブ

ル
ー

ス
 

　
　

　
【
指

揮
者

体
験

コ
ー

ナ
ー

】
ブ

ラ
ー

ム
ス

：
ハ

ン
ガ

リ
ー

舞
曲

 第
5
番

よ
り

 
　 〔
特

徴
〕

市
内

中
学

校
8
校

の
生

徒
を

劇
場

に
招

待
し

て
、

プ
ロ

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

演
奏

を
鑑

賞
。

高
槻

市
文

化
ス

ポ
ー

ツ
振

興
課

及
び

高
槻

市
教

育
委

員
会

と
連

携
し

て
開

催
を

進
め

た
。

「
令

和
７

年
度

 学
校

に
お

け
る

文
化

芸
術

鑑
賞

・
体

験
推

進
事

業
-
文

化
施

設
等

活
用

公
演

-
」
に

よ
る

助
成

事
業

。

1
1
月

1
4
日

（
金

）
ト
リ

シ
マ

ホ
ー

ル
1,

17
9/

1,
50

5
主

催

9
障

が
い

の
あ

る
人

の
た

め
の

和
太

鼓
体

験

講
師

＝
上

方
太

鼓
連

メ
ン

バ
ー

内
容

＝
和

太
鼓

の
体

験

〔
特

徴
〕
障

が
い

の
あ

る
人

が
気

軽
に

参
加

で
き

る
和

太
鼓

体
験

の
場

。
高

槻
市

障
害

児
者

団
体

連
絡

協
議

会
と

連
携

し
、

上
方

太
鼓

連
の

協
力

を
得

て
取

り
組

ん
だ

。

1
1
月

2
2
日

（
土

）
中

ホ
ー

ル
ロ

ビ
ー

1
7

主
催

10
★

市
民

合
唱

　
モ

ー
ツ

ァ
ル

ト
「
レ

ク
イ

エ
ム

」
演

奏
会

出
演

＝
指

揮
／

石
川

征
太

郎
、

ソ
プ

ラ
ノ

／
老

田
裕

子
、

メ
ゾ

・
ソ

プ
ラ

ノ
／

山
田

愛
子

、
テ

ノ
ー

ル
／

秋
本

靖
仁

、
バ

リ
ト
ン

／
片

桐
直

樹
、

管
弦

楽
／

神
戸

市
室

内
管

弦
楽

団
、

合
唱

／
高

槻
モ

ー
ツ

ァ
ル

ト
レ

ク
イ

エ
ム

合
唱

団
、

神
戸

市
混

声
合

唱
団

、
合

唱
指

導
／

内
藤

里
美

、
練

習
ピ

ア
ノ

／
村

崎
 愛

曲
目

＝
モ

ー
ツ

ァ
ル

ト
:交

響
曲

第
4
0
番

 ト
短

調
 K

.5
5
0
、

 レ
ク

イ
エ

ム
 ニ

短
調

K
.6

2
6

〔
特

徴
〕
公

募
に

よ
る

市
民

合
唱

団
と

プ
ロ

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

の
共

演
。

合
唱

団
は

約
1
1
か

月
の

練
習

期
間

を
経

て
本

番
に

挑
ん

だ
。

高
槻

市
コ

ン
サ

ー
ト
協

会
と

共
に

主
催

。

1
1
月

2
3
日

（
日

・
祝

）
ト
リ

シ
マ

ホ
ー

ル
7
8
2
/
1
,5

0
5

主
催

11
★

「
第

1
9
回

 朝
日

杯
将

棋
オ

ー
プ

ン
戦

　
準

決
勝

・
決

勝
」
高

槻
対

局

出
演

＝
 日

本
将

棋
連

盟
所

属
棋

士

〔
特

徴
〕
朝

日
新

聞
社

と
日

本
将

棋
連

盟
が

主
催

す
る

将
棋

の
公

式
棋

戦
「
朝

日
杯

将
棋

オ
ー

プ
ン

戦
」
の

準
決

勝
・

決
勝

及
び

関
連

イ
ベ

ン
ト
を

開
催

。
サ

ン
ユ

レ
ッ

ク
ホ

ー
ル

を
対

局
会

場
と

し
て

、
ト
リ

シ
マ

ホ
ー

ル
で

大
盤

解
説

会
、

太
陽

フ
ァ

ル
マ

テ
ッ

ク
ホ

ー
ル

で
ト
ー

ク
シ

ョ
ー

を
実

施
。

エ
ン

ト
ラ

ン
ス

ロ
ビ

ー
で

は
子

ど
も

を
対

象
と

し
た

「
ぐ

る
ぐ

る
将

棋
」

も
実

施
。

2
月

1
1
日

（
水

・
祝

）

ト
リ

シ
マ

ホ
ー

ル
太

陽
フ

ァ
ル

マ
テ

ッ
ク

ホ
ー

ル
サ

ン
ユ

レ
ッ

ク
ホ

ー
ル

5
5
0

共
催

12
歌

声
く

ら
ぶ

 i
n
 高

槻

講
師

＝
喜

多
光

三
(ピ

ア
ノ

・
ア

コ
ー

デ
ィ

オ
ン

)、
竹

内
直

紀
(テ

ノ
ー

ル
)

内
容

＝
唱

歌
や

流
行

歌
を

中
心

に
し

た
参

加
型

歌
唱

講
座

〔
特

徴
〕
曲

の
時

代
背

景
な

ど
解

説
や

エ
ピ

ソ
ー

ド
を

交
え

て
愛

唱
歌

を
楽

し
ん

だ
。

毎
月

第
4
水

曜
日

レ
セ

プ
シ

ョ
ン

ル
ー

ム
等

の
べ

8
0
4

共
催
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№
事

　
業

　
名

内
　

容
開

催
日

開
催

場
所

入
場

者
数

（
/
座

席
数

）
主

催
共

催

1
第

2
7
回

 高
槻

ジ
ャ

ズ
ス

ト
リ

ー
ト

出
演

＝
ハ

リ
ー

ア
レ

ン
／

テ
ナ

ー
サ

ッ
ク

ス
、

伊
丹

市
立

伊
丹

高
等

学
校

IC
H

I☆
IT

A
 J

A
Z
Z
 E

n
se

m
b
le

　
ほ

か

〔
特

徴
〕
高

槻
市

内
各

地
で

開
催

さ
れ

る
日

本
最

大
級

の
手

作
り

音
楽

イ
ベ

ン
ト
。

著
名

な
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
が

登
場

す
る

ト
リ

シ
マ

ホ
ー

ル
で

の
メ

イ
ン

イ
ベ

ン
ト
な

ど
、

高
槻

城
公

園
芸

術
文

化
劇

場
内

で
開

催
さ

れ
る

イ
ベ

ン
ト
を

支
援

。
各

会
場

を
中

心
に

公
園

エ
リ

ア
全

体
の

賑
わ

い
を

創
出

し
た

。

5
月

3
日

(土
・
祝

)
5
月

4
日

(日
・
祝

)

ト
リ

シ
マ

ホ
ー

ル
 等

の
べ

1
0
,3

6
0

共
催

2
高

槻
市

吟
剣

詩
舞

道
連

盟
に

よ
る

詩
吟

大
会

出
演

＝
一

般
市

民
曲

目
＝

課
題

曲
吟

詠

〔
特

徴
〕
高

槻
市

吟
剣

詩
舞

道
連

盟
が

誘
致

し
て

開
催

す
る

全
国

大
会

を
支

援
。

5
月

に
ジ

ュ
ニ

ア
、

シ
ニ

ア
、

6
月

に
一

般
、

7
月

に
指

導
者

の
部

門
別

で
開

催
し

た
。

5
月

2
5
日

（
日

）
6
月

2
2
日

（
日

）
7
月

1
3
日

（
日

）

ト
リ

シ
マ

ホ
ー

ル
 等

の
べ

2
,0

4
0

共
催

3
高

校
吹

奏
楽

部
に

よ
る

ブ
ラ

ス
の

祭
典

そ
よ

か
ぜ

コ
ン

サ
ー

ト
2
0
2
5

出
演

＝
芥

川
、

大
冠

、
関

西
大

学
中

・
高

等
部

、
北

千
里

、
金

光
大

阪
中

・
高

、
千

里
、

高
槻

北
、

高
槻

中
・
高

、
三

島
　

各
高

校
吹

奏
楽

部
内

容
＝

各
高

校
吹

奏
楽

部
に

よ
る

単
独

演
奏

と
、

フ
ィ

ナ
ー

レ
に

合
同

演
奏

「
翼

を
く

だ
さ

い
」

〔
特

徴
〕
市

内
高

校
を

中
心

に
吹

奏
楽

部
9
校

に
よ

る
コ

ン
サ

ー
ト
。

準
備

か
ら

演
奏

会
実

施
ま

で
の

す
べ

て
を

2
、

3
年

生
の

高
校

生
が

自
主

的
に

運
営

。

6
月

1
日

(日
)

ト
リ

シ
マ

ホ
ー

ル
完

売
/
9
4
1

主
催

4
高

槻
d
e演

劇
2
0
2
5

内
容

＝
①

高
槻

シ
ニ

ア
劇

団
そ

よ
風

ペ
ダ

ル
 第

1
1
回

公
演

「
殺

意
は

カ
ル

チ
ャ

ー
の

調
べ

」
【
共

催
】

②
高

槻
シ

ニ
ア

劇
団

千
年

団
 第

6
回

公
演

「
千

年
団

の
百

人
一

首
」
【
共

催
】

③
あ

し
た

帰
っ

た
（
劇

研
ア

ク
タ

ー
ズ

ラ
ボ

＋
伊

藤
拓

也
）
「
人

を
支

え
る

こ
と

を
考

え
る

練
習

」
【
共

催
】

④
舞

台
美

術
一

般
公

開
【
主

催
】

⑤
ト
ー

ク
セ

ッ
シ

ョ
ン

「
劇

場
空

間
と

舞
台

美
術

」
【
主

催
】

〔
特

徴
〕
市

民
会

館
時

代
か

ら
継

続
し

て
い

る
演

劇
事

業
。

自
主

サ
ー

ク
ル

劇
団

3
団

体
に

よ
る

作
品

上
演

と
、

新
た

に
舞

台
美

術
の

一
般

公
開

と
ト
ー

ク
セ

ッ
シ

ョ
ン

を
開

催
。

6
月

2
1
日

(土
)

～
7
月

6
日

(日
)

サ
ン

ユ
レ

ッ
ク

ホ
ー

ル
　

中
ス

タ
ジ

オ
３

の
べ

5
7
6

主
催

5
★

聞
く

、
話

す
、

物
語

る
！

さ
ん

ぴ
ん

の
演

劇
創

作
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
 か

ら
の

「
プ

チ
」
発

表
会

！
！

講
師

＝
北

尾
 亘

、
福

原
 冠

〔
特

徴
〕
参

加
者

の
人

生
の

エ
ピ

ソ
ー

ド
を

も
と

に
し

た
オ

リ
ジ

ナ
ル

作
品

を
つ

く
る

演
劇

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
。

1
0
代

か
ら

7
0

代
ま

で
幅

広
い

世
代

が
参

加
。

脚
本

作
り

か
ら

演
出

ま
で

自
主

的
に

行
っ

て
8
作

品
を

創
作

し
て

上
演

。

7
月

1
8
日

(金
)

～
7
月

2
0
日

(日
)

中
ス

タ
ジ

オ
１

の
べ

4
5

主
催

(3
) 

交
流

連
携

事
業

-15-



№
事

　
業

　
名

内
　

容
開

催
日

開
催

場
所

入
場

者
数

（
/
座

席
数

）
主

催
共

催

6
T

ak
at

su
ki

 E
ar

n
es

t 
D

an
ce

rs
 V

o
l.
1
6

（
高

校
生

ダ
ン

ス
発

表
会

）

出
演

＝
芥

川
、

阿
武

野
、

茨
木

、
大

冠
、

大
阪

青
凌

、
春

日
丘

、
北

千
里

、
渋

谷
、

摂
津

、
千

里
青

雲
、

高
槻

北
、

槻
の

木
、

豊
島

、
豊

中
、

浪
速

、
梅

花
、

福
井

、
北

摂
つ

ば
さ

、
三

島
、

箕
面

学
園

　
各

高
校

ダ
ン

ス
部

内
容

＝
高

校
ダ

ン
ス

部
2
0
校

に
よ

る
発

表
公

演
（
4
1
チ

ー
ム

4
9
2
名

参
加

）

〔
特

徴
〕
市

内
外

の
高

校
の

ダ
ン

ス
部

に
よ

る
ホ

ー
ル

で
の

本
格

的
な

発
表

公
演

。
参

加
す

る
生

徒
・
顧

問
に

よ
る

実
行

委
員

会
が

自
主

的
に

企
画

・
運

営
。

昨
年

か
ら

引
き

続
き

と
な

る
発

表
会

部
門

、
コ

ン
テ

ス
ト
部

門
、

ダ
ン

ス
バ

ト
ル

を
実

施
。

7
月

2
4
日

（
木

）
ト
リ

シ
マ

ホ
ー

ル
7
5
7
/
9
8
3

主
催

7
大

阪
府

高
等

学
校

演
劇

連
盟

演
劇

研
究

大
会

 C
地

区
大

会

出
演

＝
追

手
門

学
院

高
校

、
大

阪
成

蹊
女

子
高

校
、

大
阪

高
校

、
関

西
学

院
千

里
国

際
高

等
部

、
福

井
高

校
、

北
摂

つ
ば

さ
高

校
、

早
稲

田
摂

陵
高

校
 各

校
演

劇
部

内
容

＝
北

摂
地

区
の

高
校

演
劇

部
7
校

に
よ

る
発

表
公

演
と

そ
れ

に
向

け
て

の
講

習
会

。

〔
特

徴
〕
1
9
5
1
年

か
ら

開
催

さ
れ

て
い

る
大

阪
府

高
等

学
校

演
劇

連
盟

に
加

盟
す

る
北

摂
地

区
の

高
校

演
劇

部
に

よ
る

作
品

上
演

会
。

舞
台

表
現

及
び

研
究

の
場

と
し

て
実

施
さ

れ
て

お
り

、
8
月

に
劇

場
講

習
会

、
1
1
月

に
地

区
大

会
を

実
施

。

講
習

会
8
月

1
日

（
金

）
地

区
大

会
1
1
月

8
日

（
土

）
1
1
月

9
日

（
日

）

サ
ン

ユ
レ

ッ
ク

ホ
ー

ル
の

べ
7
1
0

共
催

8
★

サ
ン

ユ
レ

ッ
ク

ホ
ー

ル
演

劇
創

作
支

援
事

業
劇

団
C

L
O

U
D

9
 第

1
0
回

公
演

『
こ

こ
で

待
っ

て
る

』

脚
本

・
演

出
＝

小
沢

佑
太

（
劇

団
C

L
O

U
D

9
）

出
演

＝
劇

団
C

L
O

U
D

9
劇

団
員

　
他

内
容

＝
演

劇
公

演
「
こ

こ
で

待
っ

て
る

」

〔
特

徴
〕
舞

台
活

動
の

支
援

と
サ

ン
ユ

レ
ッ

ク
ホ

ー
ル

の
活

用
を

目
的

と
し

た
公

募
劇

団
に

よ
る

作
品

上
演

企
画

。
審

査
を

経
て

選
出

さ
れ

た
若

手
劇

団
が

、
新

作
の

群
像

劇
を

上
演

。

8
月

2
8
日

（
木

）
～

8
月

3
1
日

（
日

）

サ
ン

ユ
レ

ッ
ク

ホ
ー

ル
の

べ
3
6
0

共
催

9
第

2
6
回

 大
阪

国
際

音
楽

コ
ン

ク
ー

ル
フ

ァ
イ

ナ
ル

、
グ

ラ
ン

ド
フ

ァ
イ

ナ
ル

＝
ガ

ラ
コ

ン
サ

ー
ト

出
演

（
コ

ン
サ

ー
ト
）
＝

フ
ァ

イ
ナ

ル
審

査
第

1
位

受
賞

者
2
2
組

〔
特

徴
〕
国

内
外

か
ら

の
べ

2
,5

6
9
組

が
参

加
。

高
槻

で
は

声
楽

、
弦

楽
器

部
門

の
フ

ァ
イ

ナ
ル

審
査

と
全

部
門

の
フ

ァ
イ

ナ
ル

審
査

第
1
位

受
賞

者
に

よ
る

グ
ラ

ン
ド

フ
ァ

イ
ナ

ル
＝

ガ
ラ

コ
ン

サ
ー

ト
を

開
催

。
グ

ラ
ン

プ
リ

は
史

上
最

年
少

で
1
0

才
の

ピ
ア

ノ
部

門
の

オ
・
ヒ

ョ
ン

ス
ン

。
高

槻
市

長
賞

は
声

楽
部

門
の

キ
ム

・
ジ

ョ
ン

ギ
ュ

（
バ

ス
）
。

1
0
月

1
1
日

（
土

）
～

1
0
月

1
3
日

（
月

・
祝

）

ト
リ

シ
マ

ホ
ー

ル
太

陽
フ

ァ
ル

マ
テ

ッ
ク

ホ
ー

ル

3
4
3
/
9
8
3

（コ
ン

サ
ー

ト
）

共
催

10
第

1
7
回

 藤
井

竹
外

奉
賛

全
国

吟
詠

大
会

出
演

＝
一

般
市

民
曲

目
＝

課
題

曲
吟

詠

〔
特

徴
〕
七

言
絶

句
の

作
で

名
を

残
し

た
高

槻
藩

士
藤

井
竹

外
を

顕
彰

し
た

全
国

詩
吟

コ
ン

ク
ー

ル
大

会
。

1
1
月

3
0
日

（
日

）
レ

セ
プ

シ
ョ
ン

ル
ー

ム
1
5
0

共
催

11
筑

前
琵

琶
　

山
崎

旭
萃

一
門

会
「
琵

琶
の

音
と

と
も

に
」

演
目

と
出

演
＝

「
斎

藤
實

盛
」
奥

村
旭

翠
（
人

間
国

宝
）
、

琵
吟

「
風

林
火

山
」
「
川

中
島

」
山

崎
光

掾
　

ほ
か

〔
特

徴
〕
人

間
国

宝
で

高
槻

市
名

誉
市

民
の

故
山

崎
旭

萃
一

門
に

よ
る

筑
前

琵
琶

の
演

奏
会

。
高

槻
で

継
続

開
催

。

1
2
月

7
日

（
日

）
太

陽
フ

ァ
ル

マ
テ

ッ
ク

ホ
ー

ル
2
0
0
/
2
0
5

共
催

12
第

1
7
回

 た
か

つ
き

ス
ク

ー
ル

JA
Z
Z
コ

ン
テ

ス
ト

出
演

＝
近

畿
一

円
の

中
学

校
・
高

校
1
2
校

の
ス

ク
ー

ル
バ

ン
ド

ゲ
ス

ト
／

T
h
e 

F
E
E
L
 J

az
z 

O
rc

h
es

tr
a

審
査

員
／

大
山

日
出

男
、

横
尾

昌
二

郎
、

磯
野

展
輝

、
蓑

輪
裕

之
、

ホ
ン

ス
ン

ダ
ル

〔
特

徴
〕
中

学
・
高

校
の

ス
ク

ー
ル

バ
ン

ド
を

対
象

に
し

た
コ

ン
テ

ス
ト
。

青
少

年
が

音
楽

に
親

し
む

場
を

提
供

し
、

「
ま

ち
が

す
き

に
な

る
」
心

を
育

も
う

と
す

る
地

域
の

活
動

を
支

援
。

高
槻

市
文

化
ス

ポ
ー

ツ
振

興
事

業
団

賞
に

京
都

府
立

鴨
沂

高
等

学
校

を
選

出
。

1
月

1
8
日

(日
)

ト
リ

シ
マ

ホ
ー

ル
9
8
7
/
1
,5

0
5

共
催
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№
事

　
業

　
名

内
　

容
開

催
日

開
催

場
所

入
場

者
数

（
/
座

席
数

）
主

催
共

催

13
★

放
送

番
組

｢Ｎ
Ｈ

Ｋ
の

ど
自

慢
｣の

公
開

実
施

出
演

＝
公

募
に

よ
り

選
定

さ
れ

た
2
0
組

の
出

場
者

司
会

＝
廣

瀬
智

美
ゲ

ス
ト
＝

天
童

よ
し

み
、

徳
永

ゆ
う

き

〔
特

徴
〕

Ｎ
Ｈ

Ｋ
「
の

ど
自

慢
」
の

公
開

実
施

。
旧

市
民

会
館

時
代

の
前

回
か

ら
2
3
年

ぶ
り

に
高

槻
で

開
催

。
前

日
に

は
予

選
も

開
催

す
る

と
と

も
に

、
市

と
の

共
同

主
催

に
よ

る
小

学
生

向
け

カ
ラ

オ
ケ

大
会

も
実

施
。

1
月

2
5
日

(日
)

ト
リ

シ
マ

ホ
ー

ル
1,

15
3/

1,
50

5
主

催

14
第

2
2
回

 た
か

つ
き

和
太

鼓
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

出
演

＝
芥

川
・
大

冠
・
高

槻
北

高
校

各
和

太
鼓

部
、

Ir
is

（
ア

イ
リ

ス
）
、

阿
久

打
会

（
あ

く
た

か
い

）
、

上
方

太
鼓

連
、

鼓
太

舞
（
こ

だ
ま

）
、

兎
音

（
と

と
）
、

和
（
の

ど
か

）
、

政
や

の
若

衆
司

会
／

田
中

津
久

美
（
高

槻
北

高
校

和
太

鼓
部

卒
業

生
）

内
容

＝
地

域
の

和
太

鼓
グ

ル
ー

プ
1
0
チ

ー
ム

に
よ

る
演

奏
会

〔
特

徴
〕
高

槻
を

拠
点

に
活

動
す

る
和

太
鼓

グ
ル

ー
プ

が
一

堂
に

会
す

る
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

。
出

演
チ

ー
ム

の
高

校
生

と
社

会
人

が
協

働
し

て
実

行
委

員
会

を
運

営
し

開
催

。
各

チ
ー

ム
の

個
性

が
発

揮
さ

れ
た

演
奏

で
会

場
を

盛
り

上
げ

た
。

3
月

8
日

（
日

）
ト
リ

シ
マ

ホ
ー

ル
1,

28
7/

1,
50

5
主

催

15
第

3
1
回

 ピ
ア

ノ
リ

レ
ー

コ
ン

サ
ー

ト

出
演

＝
一

般
公

募
に

よ
り

参
加

し
た

小
学

4
年

生
以

上

〔
特

徴
〕
1
人

1
曲

1
2
分

以
内

(連
弾

可
)で

自
分

の
好

き
な

曲
を

暗
譜

演
奏

す
る

ホ
ー

ル
開

放
事

業
。

小
学

校
4
年

生
か

ら
8
0
代

ま
で

幅
広

い
世

代
が

参
加

。
初

め
て

劇
場

を
利

用
す

る
方

も
多

く
、

参
加

者
・
来

場
者

と
も

に
音

響
の

良
い

太
陽

フ
ァ

ル
マ

テ
ッ

ク
ホ

ー
ル

で
ス

タ
イ

ン
ウ

ェ
イ

の
フ

ル
コ

ン
サ

ー
ト
ピ

ア
ノ

の
音

色
を

楽
し

ん
だ

。

3
月

1
3
日

（
金

）
3
月

1
4
日

（
土

）

太
陽

フ
ァ

ル
マ

テ
ッ

ク
ホ

ー
ル

参
加

1
3
8
組

/
1
4
5

主
催

№
事

　
業

　
名

内
　

容
開

催
日

開
催

場
所

入
場

者
数

（
/
座

席
数

）
主

催
共

催

1
第

6
4
回

 高
槻

市
美

術
展

覧
会

内
容

＝
高

槻
市

と
の

共
同

主
催

事
業

。
日

本
画

、
洋

画
、

立
体

造
形

、
工

芸
、

書
、

写
真

、
デ

ザ
イ

ン
の

7
部

門
の

作
品

を
公

募
選

考
し

て
展

示
。

〔
特

徴
〕
応

募
総

数
2
6
6
点

。
高

槻
市

美
術

家
協

会
の

審
査

に
よ

り
入

選
し

た
2
5
4
点

と
招

待
作

家
ら

の
作

品
7
0
点

を
展

示
ロ

ビ
ー

に
も

展
示

。
ホ

ー
ル

や
カ

フ
ェ

利
用

の
方

も
立

ち
気

軽
に

寄
ら

れ
、

多
く

の
市

民
で

賑
わ

い
を

見
せ

た
。

9
月

1
8
日

（
木

）
～

9
月

2
1
日

（
日

）

ス
タ

ジ
オ

　
等

の
べ

8
,9

6
7

主
催

2
令

和
7
年

度
 高

槻
市

文
化

祭

内
容

＝
市

内
の

文
化

団
体

が
園

芸
、

美
術

、
文

芸
、

生
活

文
化

、
邦

楽
・
邦

舞
、

洋
舞

、
演

奏
・
歌

唱
、

古
典

芸
能

な
ど

の
創

作
活

動
作

品
の

展
示

・
発

表
会

及
び

体
験

事
業

を
実

施
。

[特
徴

]創
造

・
創

作
活

動
の

発
表

と
鑑

賞
の

機
会

を
提

供
し

、
市

民
交

流
を

深
め

る
な

ど
魅

力
あ

る
ま

ち
づ

く
り

の
た

め
の

高
槻

市
文

化
祭

と
し

て
3
0
事

業
を

実
施

。

1
0
月

1
0
日

（
金

）
～

1
1
月

3
0
日

（
日

）

ト
リ

シ
マ

ホ
ー

ル
 等

の
べ

1
3
,0

6
7

主
催

3
第

8
回

 桐
山

清
澄

杯
将

棋
大

会

参
加

者
＝

ア
マ

チ
ュ

ア
棋

士
審

判
＝

井
上

慶
太

 九
段

(審
判

長
)、

大
石

直
嗣

 七
段

、
阪

口
悟

 六
段

、
石

本
さ

く
ら

 女
流

二
段

〔
特

徴
〕
当

事
業

団
の

桐
山

理
事

長
の

名
を

冠
し

た
将

棋
大

会
を

開
催

。
市

の
進

め
る

将
棋

文
化

の
振

興
へ

貢
献

す
る

と
と

も
に

　
当

事
業

団
の

P
R
の

機
会

と
な

っ
た

。

1
2
月

2
1
日

（
日

）
レ

セ
プ

シ
ョ
ン

ル
ー

ム
　

等
2
3
6

主
催

(
4
)
 
市

民
の

文
化

活
動

を
推

進
及

び
支

援
す

る
事

業

(1
)～

(3
)　

公
演

事
業

数
　

主
催

3
0
事

業
　

共
催

2
7
事

業
　

合
計

5
7
事

業
入

場
者

数
　

　
 主

催
1
7
,8

3
1
人

　
共

催
2
9
,2

2
5
人

　
合

計
4
7
,0

5
6
人
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№
事

　
業

　
名

内
　

容
開

催
日

開
催

場
所

入
場

者
数

（
/
座

席
数

）
主

催
共

催

4
第

7
回

 高
槻

こ
ど

も
王

将
戦

参
加

者
＝

一
般

公
募

の
小

学
生

審
判

＝
船

江
恒

平
 七

段
(審

判
長

)、
横

山
友

紀
 四

段
、

松
下

舞
琳

 女
流

初
段

〔
特

徴
〕
小

学
生

対
象

の
将

棋
大

会
を

開
催

。
市

の
進

め
る

将
棋

文
化

の
振

興
へ

貢
献

す
る

と
と

も
に

当
事

業
団

の
P
R

の
機

会
と

な
っ

た
。

1
月

1
7
日

（
土

）
展

示
室

9
0

主
催

5
T

ak
at

su
ki

 A
rt

 C
h
al

le
n
ge

～
創

造
す

る
チ

カ
ラ

2
0
2
6
～

内
容

＝
高

槻
市

内
で

活
動

し
て

い
る

ア
ー

テ
ィ

ス
ト
3
6
名

、
賛

助
出

展
の

ア
ト
リ

エ
ラ

イ
プ

ハ
ウ

ス
所

属
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
2
名

に
よ

る
6
7
点

の
作

品
を

展
示

し
、

併
せ

て
創

作
活

動
の

背
景

を
紹

介
し

た
。

〔
特

徴
〕
多

彩
な

感
性

で
描

か
れ

た
個

性
豊

か
な

作
品

を
通

じ
て

文
化

芸
術

活
動

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

障
が

い
の

あ
る

方
へ

の
理

解
を

深
め

る
た

め
の

ア
ー

ト
展

を
開

催
し

た
。

高
槻

市
内

の
障

が
い

者
福

祉
事

業
所

の
製

品
を

販
売

す
る

「
た

か
つ

き
〇

ま
る

し
ぇ

」
も

同
時

開
催

。

2
月

5
日

(木
)

～
2
月

8
日

(日
)

中
ス

タ
ジ

オ
４

の
べ

5
4
1

主
催

6
ロ

ビ
ー

コ
ン

サ
ー

ト

高
槻

音
楽

家
協

会
と

の
協

働
に

よ
り

、
ラ

ン
チ

タ
イ

ム
に

市
民

が
気

軽
に

楽
し

め
る

生
演

奏
の

コ
ン

サ
ー

ト
を

開
催

し
、

市
民

の
憩

い
の

場
と

す
る

。

　
・
4
月

2
2
日

、
5
月

2
7
日

、
8
月

2
6
日

、
9
月

3
0
日

、
1
0
月

2
8
日

、
1
1
月

2
5
日

、
1
2
月

2
3
日

、
1
月

2
7
日

、
3
月

2
4
日

実
施

。
　

（
※

6
・
7
月

は
、

第
2
7
回

参
議

院
議

員
選

挙
の

た
め

実
施

な
し

）

年
9
回

第
4
火

曜
日

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

1
階

ロ
ビ

ー
の

べ
8
8
1
名

主
催

7
高

槻
市

民
寄

席

噺
の

会
じ

ゅ
げ

む
（
落

語
愛

好
家

）
と

の
協

働
に

よ
り

、
市

民
寄

席
を

開
催

し
、

落
語

の
す

そ
野

を
広

げ
る

。

　
・
5
月

1
8
日

、
9
月

2
1
日

、
1
1
月

1
6
日

、
1
月

1
8
日

、
3
月

2
2
日

実
施

。
　

（
※

7
月

は
、

第
2
7
回

参
議

院
議

員
選

挙
の

た
め

実
施

な
し

）

奇
数

月
生

涯
学

習
セ

ン
タ

ー
１

階
展

示
ホ

ー
ル

の
べ

10
31

名
主

催

8
サ

ロ
ン

コ
ン

サ
ー

ト
高

槻
音

楽
家

協
会

と
の

連
携

事
業

。
ピ

ア
ノ

や
声

楽
な

ど
の

生
演

奏
の

音
楽

を
楽

し
ん

で
も

ら
う

。

　
・
4
月

2
7
日

、
6
月

2
2
日

、
8
月

2
4
日

、
9
月

2
8
日

、
1
1
月

2
3
日

、
2
月

2
2
日

、
3
月

2
2
日

実
施

。

年
７

回
日

曜
日

ク
ロ

ス
パ

ル
高

槻
8
階

イ
ベ

ン
ト
ホ

ー
ル

の
べ

7
9
8

主
催

(4
)　

公
演

事
業

数
　

8
事

業
入

場
者

数
　

　
合

計
2
5
,6

1
1
人
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２
　
生
涯
学
習
事
業
（
け
や
き
の
森
市
民
大
学
）

期
別

講
座

種
別

講
座

内
容

講
師

料
金

人
数

春
期

講
座

自
然

環
境

ふ
れ

あ
い

講
座

楽
し

い
植

物
観

察
（座

学
）

2
7

4
月

1
日

「高
槻

・春
の

自
然

に
触

れ
よ

う
」

春
の

鵜
殿

を
歩

こ
う

2
5

4
月

8
日

自
然

あ
ふ

れ
る

川
久

保
渓

谷
2
1

4
月

2
2

日

ま
ち

の
樹

木
・史

跡
を

訪
ね

て
2
4

5
月

1
3

日

樫
田

地
区

を
め

ぐ
る

2
0

5
月

2
7

日

阿
武

山
地

震
観

測
所

提
携

講
座

兵
庫

県
南

部
地

震
は

ど
う

い
う

地
震

だ
っ

た
の

か
？

2
2

6
月

3
日

「阪
神

・淡
路

大
震

災
か

ら
30

年
」

兵
庫

県
南

部
地

震
は

ど
う

し
て

起
こ

っ
た

の
か

？
(そ

の
1)

 な
ぜ

こ
の

場
所

で
？

2
1

6
月

1
0

日

阪
神

・淡
路

大
震

災
か

ら
30

年
：今

、
防

災
上

学
ぶ

べ
き

こ
と

は
？

矢
守

 克
也

2
1

6
月

1
7

日

兵
庫

県
南

部
地

震
は

ど
う

し
て

起
こ

っ
た

の
か

？
(そ

の
2)

 な
ぜ

こ
の

時
期

に
？

飯
尾

 能
久

2
0

6
月

2
4

日

大
阪

産
業

大
学

提
携

講
座

ア
ラ

フ
ィ

フ
大

学
院

生
が

学
ん

だ
匠

の
技

4
2

6
月

6
日

「匠
の

技
を

味
わ

う
」

自
分

ら
し

く
生

き
る

、
笑

顔
あ

る
毎

日
3
2

6
月

1
3

日

い
く

つ
に

な
っ

て
も

笑
顔

で
過

ご
す

秘
訣

3
1

6
月

2
0

日

自
分

ら
し

く
最

後
ま

で
、

そ
の

た
め

に
今

で
き

る
こ

と
3
1

6
月

2
7

日

夏
期

講
座

こ
ど

も
創

作
講

座
2
1

7
月

2
8

日

「夏
休

み
に

詩
を

つ
く

ろ
う

」
2
1

7
月

2
9

日

1
8

7
月

3
1

日

2
1

8
月

1
日

発
表

会
1
9

8
月

1
8

日

特
別

講
座

美
人

画
と

役
者

絵
4
4

8
月

2
1

日

「浮
世

絵
を

楽
し

む
－

浮
世

絵
に

見
る

江
戸

時
代

－
」

名
所

絵
4
1

8
月

2
8

日

武
者

絵
4
4

9
月

4
日

秋
期

講
座

市
内

大
学

社
会

連
携

セ
ミ
ナ

ー

(大
阪

医
科

薬
科

大
学

）

自
然

環
境

ふ
れ

あ
い

講
座

楽
し

い
野

鳥
観

察
1
8

9
月

3
0

日

「高
槻

の
自

然
を

観
る

」
鵜

殿
の

ヨ
シ

原
を

見
に

行
こ

う
1
9

1
0

月
7

日

川
久

保
の

秋
の

自
然

を
楽

し
も

う
1
6

1
0

月
2
1

日

萩
谷

の
里

山
を

楽
し

も
う

1
7

1
1

月
1
1

日

芥
川

で
冬

の
野

鳥
を

観
察

し
よ

う
1
7

1
2

月
9

日

追
手

門
学

院
大

学
法

学
部

提
携

講
座

参
議

院
の

意
義

・働
き

・こ
れ

か
ら

高
田

　
篤

8
1
0

月
3

日

「国
や

地
方

へ
の

国
民

・住
民

の
参

加
」

司
法

へ
の

国
民

参
加

～
裁

判
員

制
度

～
道

谷
　

卓
5

1
0

月
1
0

日

地
方

自
治

へ
の

住
民

参
加

安
田

　
理

恵
7

1
0

月
1
7

日

土
井

 輝
子

¥2
,5

0
0

詩
を

つ
く

ろ
う

野
呂

 昶
¥2

,5
0
0

木
村

　
朱

晶
¥2

,0
0
0

サ
プ

リ
メ

ン
ト
の

あ
れ

や
こ

れ
や

（２
）

津
山

　
俊

子
-

開
催

日

ネ
イ

チ
ャ

ー
た

か
つ

き
¥2

,5
0
0

¥2
,5

0
0

飯
尾

 能
久

5
日

ネ
イ

チ
ャ

ー
た

か
つ

き
¥2

,5
0
0

3
7

9
月

¥2
,0

0
0
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期
別

講
座

種
別

講
座

内
容

講
師

料
金

人
数

開
催

日

同
志

社
大

学
提

携
講

座
寛

政
改

革
と

蔦
重

、
京

伝
、

馬
琴

2
5

1
0

月
6

日

「江
戸

の
板

元
と

戯
作

者
―

蔦
重

、
鶴

喜
、

京
伝

、
馬

琴
の

交
差

点
―

」
蔦

重
、

鶴
喜

の
企

画
と

京
伝

、
馬

琴
2
2

1
0

月
2
0

日

南
畝

、
馬

琴
の

大
坂

見
物

（大
阪

市
天

王
寺

区
周

辺
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
）

1
7

1
0

月
2
7

日

関
西

大
学

提
携

講
座

永
井

直
清

と
江

戸
幕

府
の

上
方

支
配

3
7

1
1

月
1
3

日

「史
料

に
み

る
江

戸
時

代
の

政
治

と
社

会
 ―

高
槻

藩
を

中
心

に
―

」
高

槻
藩

領
の

政
治

と
社

会
（１

）
3
7

1
1

月
2
0

日

高
槻

藩
領

の
政

治
と

社
会

（２
）

3
8

1
1

月
2
7

日

大
阪

音
楽

大
学

公
開

講
座

指
揮

者
の

お
仕

事
、

あ
れ

や
こ

れ
や

・・
・

加
藤

　
完

二
1
2
3

1
1

月
7

日

「音
楽

の
宝

石
箱

」
山

田
耕

筰
の

世
界

～
歌

曲
を

中
心

に
～

松
田

　
昌

恵
1
5
3

1
1

月
1
4

日

知
っ

て
い

る
よ

う
で

知
ら

な
い

ク
ラ

シ
ッ

ク
ギ
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回 開催年月日 議決結果

第１回 令和7年5月29日  報告第1号 代表理事及び業務執行理事の職務執行の状況につい
て

了　　承

 承認第1号 令和6年度公益財団法人高槻市文化スポーツ振興事
業団事業報告及び決算承認について

承　　認

 議案第1号 第１回評議員会の招集の決定について 原案可決

第２回 令和7年10月2日  報告第2号 代表理事及び業務執行理事の職務執行の状況につい
て

了　　承

 議案第2号 公益財団法人高槻市文化スポーツ振興事業団諸規
則・規程の一部改正について

原案可決

第３回 令和8年1月8日
（決議の省略による）

 議案第3号 公益財団法人高槻市文化スポーツ振興事業団諸規
則・規程の一部改正について

原案可決

第４回 令和8年2月19日  議案第4号 令和8年度公益財団法人高槻市文化スポーツ振興事
業団事業計画及び予算について

原案可決

 議案第5号 公益財団法人高槻市文化スポーツ振興事業団諸規
則・規程の一部改正について

原案可決

 議案第6号 役員賠償責任保険の契約について 原案可決

 議案第7号 第2回評議員会の招集の決定について 原案可決

回 開催年月日 議決結果

第１回 令和7年6月16日 報告第1号 令和6年度公益財団法人高槻市文化スポーツ振興事
業団事業報告について

了　　承

承認第1号 令和6年度公益財団法人高槻市文化スポーツ振興事
業団決算承認について

承　　認

第２回 令和8年3月13日 承認第2号 令和8年度公益財団法人高槻市文化スポーツ振興事
業団事業計画及び予算の承認について

承　　認

Ⅱ　理事会・評議員会開催状況

＜理事会＞

内　容

＜評議員会＞

内　容
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Ⅲ　役員・評議員名簿（令和8年3月31日現在）

＜役員＞ ＜評議員＞

区　分 氏　名 区　分 氏　名

理 事 長
（代表理事）

桐山　清澄 評議員 門田　雅人

副理事長
（代表理事）

上木　正憲 評議員 金田　忠行

専務理事 中原　一行 評議員 芝井　敬司

理　事
（業務執行理事）

白石　有子 評議員 高須賀嘉章

理　事 北山　茂治 評議員 中村　孝義

理　事 杉山　　準 評議員 八十　祐治

理　事 寺谷　一紀

理　事 松本　憲道

理　事 三井ツヤ子

監　事 上田　豊喜

監　事 中西　邦彦
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Ⅳ　事務局職員体制（令和8年3月31日現在）

高槻市派遣職員 １３名

プロパ－職員 １０名

パートタイム職員 １８名

臨時職員 　６名

【総務グループ】 　《総務担当》

主査 職員
（プロ）  （プロ）

　《施設管理担当》

副主幹
（派）

【文化振興グループ】

副主幹 職員
（プロ）  （派）

職員
 （プロ）

【施設提供グループ】 　《高槻城公園芸術文化劇場》

副主幹 職員
（派）  （派）

※GL兼務 職員
 （プロ）

　《生涯学習センター》

所長 職員
（派）  （派）

職員
 （プロ）

　《クロスパル高槻》

所長 職員
（派）  （プロ）

【スポーツ振興グループ】

主査
（派）

（派） ： 市派遣職員
（プロ） ： プロパー職員

１名

７名

１名

 パートタイム職員 ４名

１名

１名

２名

３名 臨時職員

 パートタイム職員 ５名

１名

GL 副主幹
（派）

１名

 パートタイム職員 ２名

３名

職員
（派）

事務局職員総数　４７名

業務執行理事

兼 事務局長

（派）

 臨時職員

（派）

 パートタイム職員

 臨時職員

GL 副主幹
（派）

２名

GL 主幹
（派）

１名

GL 副主幹

１名
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公益財団法人高槻市文化スポーツ振興事業団
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承認第１号 

 
 

令和７年度公益財団法人高槻市文化スポーツ振興事業団決算承認について 

 
 

令和７年度公益財団法人高槻市文化スポーツ振興事業団決算を公益財団法人高槻市文化

スポーツ振興事業団定款第８条第２項の規定により、監事の意見を付けて評議員会の承認

に付する。 

 
 
 
 
 
 
令和８年６月１６日承認 

 
公益財団法人高槻市文化スポーツ振興事業団 

理 事 長  桐 山  清 澄 
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令 和 ７ 年 度 決 算 書

-27-



（単位：円）

科目 当 年 度 前 年 度 増　　減

Ⅰ　資産の部
１．流動資産

現金預金 288,378,274 243,963,246 44,415,028
未収金 12,153,599 13,862,153 △ 1,708,554
貯蔵品 643,235 239,330 403,905
前払金 3,507,375 837,008 2,670,367
立替金 0 60,510 △ 60,510

流動資産合計 304,682,483 258,962,247 45,720,236
２．固定資産

（１）基本財産
投資有価証券 500,000,000 500,000,000 0
基本財産引当預金 80,000,000 80,000,000 0

基本財産合計 580,000,000 580,000,000 0
（２）特定資産

退職給付引当資産 10,434,977 22,517,489 △ 12,082,512
文化事業積立資産 15,000,000 15,000,000 0

特定資産合計 25,434,977 37,517,489 △ 12,082,512
（３）その他固定資産

建物付属設備 4,431,900 4,431,900 0
建物付属設備減価償却累計額 △ 1,214,474 △ 834,828 △ 379,646
構築物 770,000 770,000 0
構築物減価償却累計額 △ 35,418 △ 17,709 △ 17,709
車両運搬具 0 82,500 △ 82,500
車両運搬具減価償却累計額 0 △ 82,499 82,499
什器備品 7,965,320 3,421,220 4,544,100
什器備品減価償却累計額 △ 3,198,286 △ 1,707,486 △ 1,490,800
リース資産 0 10,485,420 △ 10,485,420
リース資産減価償却累計額 0 △ 8,050,416 8,050,416
ソフトウェア 4,331,661 6,550,140 △ 2,218,479

その他固定資産合計 13,050,703 15,048,242 △ 1,997,539
固定資産合計 618,485,680 632,565,731 △ 14,080,051
資産合計 923,168,163 891,527,978 31,640,185

Ⅱ　負債の部
１．流動負債

未払金 117,415,399 78,354,415 39,060,984
未払消費税 2,834,600 3,904,400 △ 1,069,800
未払法人税等 875,000 1,107,900 △ 232,900
前受金 65,156,017 60,791,620 4,364,397
預り金 11,133,889 7,093,527 4,040,362
賞与引当金 10,112,413 8,588,000 1,524,413

流動負債合計 207,527,318 159,839,862 47,687,456
２．固定負債

退職給付引当金 10,434,977 22,517,489 △ 12,082,512
リース債務 0 2,435,004 △ 2,435,004

固定負債合計 10,434,977 24,952,493 △ 14,517,516
負債合計 217,962,295 184,792,355 33,169,940

Ⅲ　正味財産の部
１．指定正味財産

高槻市出捐金 509,504,000 509,504,000 0
指定正味財産合計 509,504,000 509,504,000 0
（うち基本財産への充当額） （ 509,504,000 ） （ 509,504,000 ） ( 0 )
（うち特定資産への充当額） （ 0 ） （ 0 ） ( 0 )

２．一般正味財産 195,701,868 197,231,623 △ 1,529,755
（うち基本財産への充当額） （ 70,496,000 ） （ 70,496,000 ） ( 0 )
（うち特定資産への充当額） （ 15,000,000 ） （ 15,000,000 ） ( 0 )
正味財産合計 705,205,868 706,735,623 △ 1,529,755
負債及び正味財産合計 923,168,163 891,527,978 31,640,185

令和8年3月31日現在

貸　借　対　照　表
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（単位：円）

科目

Ⅰ　資産の部

１．流動資産

現金預金 216,936,387 59,337,271 12,104,616 288,378,274

未収金 4,626,392 7,527,207 0 12,153,599

貯蔵品 643,235 0 0 643,235

前払金 3,317,888 189,487 0 3,507,375

立替金 0 0 0 0

流動資産合計 225,523,902 67,053,965 12,104,616 0 304,682,483

２．固定資産

（１）基本財産

投資有価証券 250,000,000 0 250,000,000 500,000,000

基本財産引当預金 40,000,000 0 40,000,000 80,000,000

基本財産合計 290,000,000 0 290,000,000 0 580,000,000

（２）特定資産

退職給付引当資産 6,784,166 585,006 3,065,805 10,434,977

文化事業積立資産 15,000,000 0 0 15,000,000

特定資産合計 21,784,166 585,006 3,065,805 0 25,434,977

（３）その他固定資産

建物付属設備 3,767,116 664,784 0 4,431,900

建物付属設備減価償却累計額 △ 1,032,308 △ 182,166 0 △ 1,214,474

構築物 654,500 115,500 0 770,000

構築物減価償却累計額 △ 30,106 △ 5,312 0 △ 35,418

車両運搬具 0 0 0 0

車両運搬具減価償却累計額 0 0 0 0

什器備品 6,721,055 1,042,965 201,300 7,965,320

什器備品減価償却累計額 △ 2,749,056 △ 373,743 △ 75,487 △ 3,198,286

リース資産 0 0 0 0

リース資産減価償却累計額 0 0 0 0

ソフトウェア 3,512,205 819,456 0 4,331,661

その他固定資産合計 10,843,406 2,081,484 125,813 0 13,050,703

固定資産合計 322,627,572 2,666,490 293,191,618 0 618,485,680

資産合計 548,151,474 69,720,455 305,296,234 0 923,168,163

Ⅱ　負債の部

１．流動負債

未払金 101,241,526 13,252,821 2,921,052 117,415,399

未払消費税 287,382 1,771,618 775,600 2,834,600

未払法人税等 0 875,000 0 875,000

前受金 54,401,128 10,754,889 0 65,156,017

預り金 7,878,482 3,222,715 32,692 11,133,889

賞与引当金 7,926,344 1,571,034 615,035 10,112,413

流動負債合計 171,734,862 31,448,077 4,344,379 0 207,527,318

２．固定負債

退職給付引当金 6,784,166 585,006 3,065,805 10,434,977

リース債務 0 0 0 0

固定負債合計 6,784,166 585,006 3,065,805 0 10,434,977

負債合計 178,519,028 32,033,083 7,410,184 0 217,962,295

Ⅲ　正味財産の部

１．指定正味財産

高槻市出捐金 254,752,000 0 254,752,000 509,504,000

指定正味財産合計 254,752,000 0 254,752,000 0 509,504,000

（うち基本財産への充当額） ( 254,752,000 ) ( 0 ) ( 254,752,000 ) ( 509,504,000 )

（うち特定資産への充当額） ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

２．一般正味財産 114,880,446 37,687,372 43,134,050 0 195,701,868

（うち基本財産への充当額） ( 35,248,000 ) ( 0 ) ( 35,248,000 ) ( 70,496,000 )

（うち特定資産への充当額） ( 15,000,000 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 15,000,000 )

正味財産合計 369,632,446 37,687,372 297,886,050 0 705,205,868

負債及び正味財産合計 548,151,474 69,720,455 305,296,234 0 923,168,163

貸 借 対 照 表 内 訳 表

令和8年3月31日現在

公益目的事業
会計

収益事業等会計 法人会計
内部取引

消去
合計
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（単位：円）

Ⅰ 一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
 （１）経常収益

基本財産運用益 ( 2,708,472 ) ( 1,149,100 ) ( 1,559,372 )
基本財産受取利息 2,708,472 1,149,100 1,559,372

特定資産運用益 ( 2,500 ) ( 200 ) ( 2,300 )
特定資産受取利息 2,500 200 2,300

施設管理受託収益 ( 528,377,342 ) ( 539,135,180 ) ( △ 10,757,838 )
指定管理料 528,377,342 539,135,180 △ 10,757,838

事業収益 ( 33,175,326 ) ( 61,436,956 ) ( △ 28,261,630 )
入場券販売収益 26,297,968 54,987,218 △ 28,689,250
受講料収益 1,326,200 1,194,400 131,800
友の会受取会費 3,172,500 2,668,000 504,500
広告料収益 0 0 0
手数料収益 370,358 488,838 △ 118,480
参加料収益 2,008,300 2,098,500 △ 90,200

施設利用料収益 ( 223,219,283 ) ( 219,452,271 ) ( 3,767,012 )
施設利用料収益 188,712,883 186,178,171 2,534,712
駐車場利用料収益 34,506,400 33,274,100 1,232,300

受取補助金 ( 20,752,570 ) ( 17,106,015 ) ( 3,646,555 )
受取国庫補助金 3,916,070 451,500 3,464,570
受取市補助金 16,836,500 16,654,515 181,985

雑収益 ( 3,908,147 ) ( 9,964,658 ) ( △ 6,056,511 )
雑収益 3,908,147 9,964,658 △ 6,056,511

   経常収益計 812,143,640 848,244,380 △ 36,100,740
 （２）経常費用

事業費 ( 795,220,744 ) ( 819,637,844 ) ( △ 24,417,100 )
役員報酬 504,000 504,000 0
給料手当 44,516,876 36,764,499 7,752,377
賞与引当金繰入額 9,497,378 8,062,500 1,434,878
退職給付費用 4,871,697 1,732,241 3,139,456
賃金 56,009,006 58,063,553 △ 2,054,547
福利厚生費 16,231,476 15,450,402 781,074
諸謝金 38,702,792 70,852,771 △ 32,149,979
旅費交通費 203,360 125,180 78,180
消耗品費 10,074,712 10,239,067 △ 164,355
消耗什器備品費 294,417 192,042 102,375
減価償却費 ( 8,374,145 ) ( 6,441,265 ) ( 1,932,880 )

建物付属設備減価償却費 379,646 445,646 △ 66,000
構築物減価償却費 17,709 17,709 0
車両運搬具減価償却費 0 0 0
什器備品減価償却費 2,686,407 762,207 1,924,200
リース資産減価償却費 2,435,004 2,435,004 0
ソフトウェア償却 2,855,379 2,780,699 74,680

燃料費 252,558 116,745 135,813
印刷製本費 3,662,514 4,548,566 △ 886,052
光熱水料費 116,467,276 122,446,127 △ 5,978,851
修繕費 12,016,900 11,859,243 157,657
通信運搬費 6,219,037 5,894,860 324,177
広告宣伝費 7,704,415 9,312,670 △ 1,608,255
手数料 13,823,931 16,402,569 △ 2,578,638
保険料 4,181,971 3,784,213 397,758
委託料 406,299,781 402,990,967 3,308,814
賃借料 22,594,259 20,100,145 2,494,114
支払負担金　 245,605 201,430 44,175

正味財産増減計算書

科目 当年度 前年度 増減

令和7年4月1日から令和8年3月31日まで
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科目 当年度 前年度 増減

租税公課 12,288,500 12,851,038 △ 562,538
著作権料 184,138 694,451 △ 510,313
雑費 0 7,300 △ 7,300

管理費 ( 17,738,150 ) ( 17,896,509 ) ( △ 158,359 )
役員報酬 3,248,000 3,239,500 8,500
給料手当 6,347,834 6,087,920 259,914
賞与引当金繰入額 615,035 525,500 89,535
退職給付費用 400,795 362,286 38,509
賃金 186,050 0 186,050
福利厚生費 1,398,713 1,339,077 59,636
諸謝金 0 220,000 △ 220,000
旅費交通費 3,280 15,430 △ 12,150
交際費 18,480 6,000 12,480
消耗品費 380,633 362,509 18,124
消耗什器備品費 0 0 0
減価償却費 ( 126,593 ) ( 154,376 ) ( △ 27,783 )

什器備品減価償却費 103,493 131,276 △ 27,783
ソフトウェア償却 23,100 23,100 0

燃料費 1,065 1,093 △ 28
会議費 7,743 11,118 △ 3,375
印刷製本費 0 60,855 △ 60,855
通信運搬費 206,576 283,583 △ 77,007
手数料 3,006,281 2,586,473 419,808
保険料 142,380 142,102 278
委託料 392,943 1,203,976 △ 811,033
賃借料 371,949 371,949 0
支払負担金　 108,000 127,000 △ 19,000
租税公課 775,800 795,762 △ 19,962

   経常費用計 812,958,894 837,534,353 △ 24,575,459
当期経常増減額 △ 815,254 10,710,027 △ 11,525,281

２．経常外増減の部
 （１）経常外収益
   経常外収益計 0 0 0
 （２）経常外費用
 　除却損失 ( 1 ) ( 0 ) ( 1 )

車両運搬具除却損 1 0 1
   経常外費用計 1 0 1
　当期経常外増減額 △ 1 0 △ 1

税引前当期一般正味財産増減額 △ 815,255 10,710,027 △ 11,525,282
　法人税、住民税及び事業税 714,500 1,107,900 △ 393,400

当期一般正味財産増減額 △ 1,529,755 9,602,127 △ 11,131,882
一般正味財産期首残高 197,231,623 187,629,496 9,602,127
一般正味財産期末残高 195,701,868 197,231,623 △ 1,529,755

Ⅱ　指定正味財産増減の部
 基本財産運用益 ( 2,638,472 ) ( 1,147,700 ) ( 1,490,772 )

基本財産受取利息 2,638,472 1,147,700 1,490,772
 一般正味財産への振替額 ( △ 2,638,472 ) ( △ 1,147,700 ) ( △ 1,490,772 )

一般正味財産への振替額 △ 2,638,472 △ 1,147,700 △ 1,490,772
当期指定正味財産増減額 0 0 0
指定正味財産期首残高 509,504,000 509,504,000 0
指定正味財産期末残高 509,504,000 509,504,000 0

Ⅲ　正味財産期末残高 705,205,868 706,735,623 △ 1,529,755
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（単位：円）

Ⅰ 一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
 （１）経常収益

基本財産運用益 ( 1,354,236 ) ( 0 ) ( 1,354,236 ) ( 0 ) ( 1,354,236 ) ( 0 ) ( 2,708,472 )
基本財産受取利息 1,354,236 0 1,354,236 0 1,354,236 2,708,472

特定資産運用益 ( 2,500 ) ( 0 ) ( 2,500 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 2,500 )
特定資産受取利息 2,500 0 2,500 0 0 2,500

施設管理受託収益 ( 461,280,331 ) ( 0 ) ( 461,280,331 ) ( 57,733,304 ) ( 9,363,707 ) ( 0 ) ( 528,377,342 )
指定管理料 461,280,331 0 461,280,331 57,733,304 9,363,707 528,377,342

事業収益 ( 29,683,486 ) ( 0 ) ( 29,683,486 ) ( 3,491,840 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 33,175,326 )
入場券販売収益 26,297,968 0 26,297,968 0 0 26,297,968
受講料収益 1,326,200 0 1,326,200 0 0 1,326,200
友の会受取会費 0 0 0 3,172,500 0 3,172,500
広告料収益 0 0 0 0 0 0
手数料収益 51,018 0 51,018 319,340 0 370,358
参加料収益 2,008,300 0 2,008,300 0 0 2,008,300

施設利用料収益 ( 149,286,486 ) ( 0 ) ( 149,286,486 ) ( 73,932,797 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 223,219,283 )
施設利用料収益 149,286,486 0 149,286,486 39,426,397 0 188,712,883
駐車場利用料収益 0 0 0 34,506,400 0 34,506,400

受取補助金 ( 6,378,253 ) ( 5,946,134 ) ( 12,324,387 ) ( 288,348 ) ( 8,139,835 ) ( 0 ) ( 20,752,570 )
受取国庫補助金 3,916,070 0 3,916,070 0 0 3,916,070
受取市補助金 2,462,183 5,946,134 8,408,317 288,348 8,139,835 16,836,500

雑収益 ( 4,735 ) ( 4,400 ) ( 9,135 ) ( 3,899,012 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 3,908,147 )
雑収益 4,735 4,400 9,135 3,899,012 0 3,908,147

   経常収益計 647,990,027 5,950,534 653,940,561 139,345,301 18,857,778 0 812,143,640
 （２）経常費用

事業費 ( 654,270,247 ) ( 6,082,148 ) ( 660,352,395 ) ( 134,868,349 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 795,220,744 )
役員報酬 432,000 72,000 504,000 0 0 504,000
給料手当 39,861,351 0 39,861,351 4,655,525 0 44,516,876
賞与引当金繰入額 7,752,852 173,492 7,926,344 1,571,034 0 9,497,378
退職給付費用 4,808,813 0 4,808,813 62,884 0 4,871,697
賃金 41,894,381 4,099,399 45,993,780 10,015,226 0 56,009,006
福利厚生費 13,714,862 109,819 13,824,681 2,406,795 0 16,231,476
諸謝金 38,686,292 0 38,686,292 16,500 0 38,702,792
旅費交通費 198,278 410 198,688 4,672 0 203,360
消耗品費 8,238,511 109,494 8,348,005 1,726,707 0 10,074,712
消耗什器備品費 244,810 0 244,810 49,607 0 294,417
減価償却費 ( 6,520,624 ) ( 286,092 ) ( 6,806,716 ) ( 1,567,429 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 8,374,145 )

建物付属設備減価償却費 322,700 0 322,700 56,946 0 379,646
構築物減価償却費 15,053 0 15,053 2,656 17,709
車両運搬具減価償却費 0 0 0 0 0 0
什器備品減価償却費 2,048,825 286,092 2,334,917 351,490 0 2,686,407
リース資産減価償却費 1,841,806 0 1,841,806 593,198 0 2,435,004
ソフトウェア償却 2,292,240 0 2,292,240 563,139 0 2,855,379

燃料費 128,017 81,248 209,265 43,293 0 252,558
印刷製本費 3,452,458 0 3,452,458 210,056 0 3,662,514
光熱水料費 92,850,416 0 92,850,416 23,616,860 0 116,467,276
修繕費 9,416,036 700 9,416,736 2,600,164 0 12,016,900
通信運搬費 3,954,865 356,546 4,311,411 1,907,626 0 6,219,037
広告宣伝費 7,704,415 0 7,704,415 0 0 7,704,415
手数料 12,996,642 537,543 13,534,185 289,746 0 13,823,931
保険料 3,448,489 54,370 3,502,859 679,112 0 4,181,971
委託料 329,606,380 158,400 329,764,780 76,535,001 0 406,299,781
賃借料 17,468,752 36,635 17,505,387 5,088,872 0 22,594,259
支払負担金　 211,153 0 211,153 34,452 0 245,605
租税公課 10,495,712 6,000 10,501,712 1,786,788 0 12,288,500
著作権料 184,138 0 184,138 0 0 184,138
雑費 0 0 0 0 0 0

管理費 ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 17,738,150 ) ( 0 ) ( 17,738,150 )
役員報酬 0 0 0 0 3,248,000 3,248,000
給料手当 0 0 0 0 6,347,834 6,347,834
賞与引当金繰入額 0 0 0 0 615,035 615,035
退職給付費用 0 0 0 0 400,795 400,795
賃金 0 0 0 0 186,050 186,050
福利厚生費 0 0 0 0 1,398,713 1,398,713
諸謝金 0 0 0 0 0 0
旅費交通費 0 0 0 0 3,280 3,280
交際費 0 0 0 0 18,480 18,480
消耗品費 0 0 0 0 380,633 380,633
消耗什器備品費 0 0 0 0 0 0
減価償却費 ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 126,593 ) ( 0 ) ( 126,593 )

什器備品減価償却費 0 0 0 0 103,493 103,493
ソフトウェア償却 0 0 0 0 23,100 23,100

燃料費 0 0 0 0 1,065 1,065
会議費 0 0 0 0 7,743 7,743
印刷製本費 0 0 0 0 0 0
通信運搬費 0 0 0 0 206,576 206,576
手数料 0 0 0 0 3,006,281 3,006,281
保険料 0 0 0 0 142,380 142,380

正味財産増減計算書内訳表

令和7年4月1日から令8年3月31日まで

科目

収益事業等会計

法人会計
内部
取引
消去

合計(公益1)地域の文
化・芸術等の振興

を図る事業

地域の文化・芸術
等の振興に資する

事業
小計

(公益2)地域のス
ポーツ活動の振興

を図る事業

公益目的事業会計
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科目

収益事業等会計

法人会計
内部
取引
消去

合計(公益1)地域の文
化・芸術等の振興

を図る事業

地域の文化・芸術
等の振興に資する

事業
小計

(公益2)地域のス
ポーツ活動の振興

を図る事業

公益目的事業会計

委託料 0 0 0 0 392,943 392,943
賃借料 0 0 0 0 371,949 371,949
支払負担金　 0 0 0 0 108,000 108,000
租税公課 0 0 0 0 775,800 775,800

   経常費用計 654,270,247 6,082,148 660,352,395 134,868,349 17,738,150 0 812,958,894
当期経常増減額 △ 6,280,220 △ 131,614 △ 6,411,834 4,476,952 1,119,628 0 △ 815,254

２．経常外増減の部
 （１）経常外収益
   経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0
 （２）経常外費用
   除却損失 ( 0 ) ( 1 ) ( 1 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 1 )

車両運搬具除却損 0 1 1 0 0 1
   経常外費用計 0 1 1 0 0 0 1

当期経常外増減額 0 △ 1 △ 1 0 0 0 △ 1
△ 6,280,220 △ 131,615 △ 6,411,835 4,476,952 1,119,628 0 △ 815,255

他会計振替額 340,971 393,323 734,294 △ 734,294 0 0 0
税引前当期一般正味財産増減額 △ 5,939,249 261,708 △ 5,677,541 3,742,658 1,119,628 0 △ 815,255

   法人税、住民税及び事業税 0 0 0 714,500 0 0 714,500
当期一般正味財産増減額 △ 5,939,249 261,708 △ 5,677,541 3,028,158 1,119,628 0 △ 1,529,755
一般正味財産期首残高 120,328,681 229,306 120,557,987 34,659,214 42,014,422 0 197,231,623
一般正味財産期末残高 114,389,432 491,014 114,880,446 37,687,372 43,134,050 0 195,701,868

Ⅱ　指定正味財産増減の部
 基本財産運用益 ( 1,319,236 ) ( 0 ) ( 1,319,236 ) ( 0 ) ( 1,319,236 ) ( 0 ) ( 2,638,472 )

基本財産受取利息 1,319,236 0 1,319,236 0 1,319,236 2,638,472
 一般正味財産への振替額 ( △ 1,319,236 ) ( 0 ) ( △ 1,319,236 ) ( 0 ) ( △ 1,319,236 ) ( 0 ) ( △ 2,638,472 )

一般正味財産への振替額 △ 1,319,236 0 △ 1,319,236 0 △ 1,319,236 △ 2,638,472
当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0 0 0
指定正味財産期首残高 254,752,000 0 254,752,000 0 254,752,000 0 509,504,000
指定正味財産期末残高 254,752,000 0 254,752,000 0 254,752,000 0 509,504,000

Ⅲ　正味財産期末残高 369,141,432 491,014 369,632,446 37,687,372 297,886,050 0 705,205,868

他会計振替前当期一般正味財産増減額
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１　重要な会計方針

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

満期保有目的の債券････償却原価法（定額法）によっている。

(2) 固定資産の減価償却の方法

建物付属設備･車両運

搬具･什器備品

リース資産････････････所有権移転外ファイナンス･リース取引に係るリース資産

　　　　　　　　　　　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっている。

ソフトウェア･･････････定額法によっている。

(3) 引当金の計上基準

賞与引当金････････････職員に対する支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する額

　　　　　　　　　　　を計上している。

退職給付引当金････････職員に対する支給に備えるため、期末退職手当の自己都合要支給額に

　　　　　　　　　　　相当する金額を計上している。

(4) 消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

２　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

科目

基本財産

投資有価証券

基本財産引当預金

小　計

特定資産

退職給付引当資産

文化事業積立資産

小　計

合　計

３　基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

科目

基本財産

投資有価証券

基本財産引当預金

小  計

特定資産

退職給付引当資産

文化事業積立資産

小  計

合  計 605,434,977 509,504,000 85,496,000 10,434,977

15,000,000 0

25,434,977 0 15,000,000 10,434,977

15,000,000 0

10,434,977 0 0 10,434,977

605,434,977

(単位：円）

当期末残高
（うち指定正味財産

からの充当額）
（うち一般正味財産

からの充当額）
（うち負債に

　対応する額）

22,517,489 5,272,492 17,355,004 10,434,977

37,517,489 5,272,492 17,355,004 25,434,977

15,000,00015,000,000 0 0

財務諸表に対する注記

(単位：円）

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

…定額法によっている。一部、一括償却資産に該当するものは3年間の
　均等償却によっている。

500,000,000

80,000,000 0 0 80,000,000

580,000,000 0 0 580,000,000

500,000,000 500,000,000 0 －

80,000,000 9,504,000 70,496,000 －

580,000,000 509,504,000 70,496,000 －

500,000,000 0 0

617,517,489 5,272,492 17,355,004
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債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高は、次のとおりである。

科目

未収金

合  計

※金銭債権については、過去において貸倒の実績がないため、貸倒引当金を計上しておりません。

５　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

種類及び銘柄

地方債
 京都府令和5年度第5回
 公募公債

 京都府令和7年度第4回
 公募公債

 
 京都市令和5年度第7回
 公募公債

 島根県令和6年度第2回
 公募公債

 京都市令和6年度第5回
 公募公債

合　計

６　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

補助金等の名称

補助金
学校における文化芸術鑑
賞・体験推進事業 文化庁

(公財)高槻市文化スポー
ツ振興事業団補助金

高槻市文化スポーツ事業
補助金

７　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

100,000,000 97,110,000 △ 2,890,000

100,000,000

交付者

500,000,000 486,453,500 △ 13,546,500

0 11,879,411 11,879,411 0 －高槻市

0 3,916,070 3,916,070 0 －

100,000,000 97,570,000

12,153,599

12,153,599 0 12,153,599

(単位：円）

帳簿価額 時価 評価損益

100,000,000 96,223,700 △ 3,776,300

(単位：円）

貸借対照表上の
記載区分当期減少額当期増加額

96,709,800 △ 3,290,200

(単位：円）

債権金額
貸倒引当金の
当期末残高

債権の当期末残高

12,153,599 0

４　債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高

20,752,570

内容

経常収益への振替額

基本財産受取利息(有価証券)の振替額

基本財産受取利息(定期預金)の振替額

2,610,972

27,500

100,000,000 98,840,000 △ 1,160,000

－

△ 2,430,000

2,638,472

金額
(単位：円）

0

前期末残高 当期末残高

合  計

高槻市 0 4,957,089 4,957,089 0

合　計 0 20,752,570
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１　重要な会計方針基本財産及び特定資産の明細

基本財産及び特定資産の明細については、財務諸表に対する注記に記載している。

２　引当金の明細

(単位：円）

目的使用 その他

　賞与引当金 8,588,000 10,112,413 8,588,000 0 10,112,413

　退職給付引当金 22,517,489 5,272,492 17,355,004 0 10,434,977

附属明細書

科目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高
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（単位：円）
場所・物量等 使用目的等 金額

（流動資産）

現金 手元保管 運転資金 1,815,121

預金 りそな銀行　高槻支店 運転資金（芸術文化劇場） 217,826,784

りそな銀行　高槻支店 運転資金（芸術文化劇場等施設利用料振込用） 14,014,733

りそな銀行　高槻支店 運転資金（生涯学習センター） 6,993,405

りそな銀行　高槻支店 運転資金（総合市民交流センター） 11,150,743

りそな銀行　高槻支店 運転資金（総合市民交流センター施設利用料入金用） 9,865,716

高槻市農業協同組合 本店 運転資金（芸術文化劇場施設利用料等入金用） 20,126,893

高槻市農業協同組合 本店 運転資金（生涯学習センター施設利用料等入金用） 6,324,305

ゆうちょ銀行　振替口座 運転資金（芸術文化劇場入場券販売収入等入金用） 260,574

未収金 施設利用料収入、入場券販売収入、友の会会費収入等 12,153,599

貯蔵品 切手、印紙、レターパック 643,235

前払金 令和7年度保険料、チラシ印刷費用等前払 令和8年度事業準備経費 3,507,375

304,682,483

（固定資産）

基本財産

投資有価証券 京都府令和5年度第5回公募公債(5年) 100,000,000

SMBC日興証券㈱ 高槻支店

京都市令和7年度第4回公募公債(5年) 同 上 100,000,000

SMBC日興証券㈱ 高槻支店

京都市令和5年度第7回公募公債(5年) 同 上 100,000,000

野村証券㈱ 大阪支店

島根県令和6年度第2回公募公債(5年) 同 上 100,000,000

野村証券㈱ 大阪支店

京都市令和6年度第5回公募公債(5年) 同 上 100,000,000

みずほ証券㈱ 大阪法人部

基本財産引当預金 （定期預金）

りそな銀行 高槻支店 （共用財産）
公益目的保有財産であり、運用益を公益目的事業の
財源としている（50％）。
管理運営用財産であり、運用益を管理運営の財源と
している（50％）。

10,000,000

高槻市農業協同組合 本店 同 上 10,000,000

三井住友銀行 高槻支店 同 上 10,000,000

三菱ＵＦＪ銀行 高槻支店 同 上 10,000,000

みずほ銀行 高槻支店 同 上 10,000,000

近畿労働金庫 高槻支店 同 上 10,000,000

京都銀行 高槻支店 同 上 10,000,000

京都中央信用金庫 高槻支店 同 上 10,000,000

特定資産

退職給付引当資産 （普通預金）

りそな銀行 高槻支店 職員に対する支払に備えたもの 10,434,977

文化事業積立資産 （定期預金）

京都信用金庫 高槻支店 公益目的保有財産である 10,000,000

（普通預金）

りそな銀行 高槻支店 同 上 5,000,000

その他固定

　　　資産 建物付属設備 LAN設備、配管設備、執務室サムターン（芸
術文化劇場）

共用財産であり、公益目的事業1に85％、収益事業
に15％使用している

1,054,657

可動間仕切り、電気設備（芸術文化劇場） 共用財産であり、公益目的事業1に85％、収益事業
に15％使用している

2,162,769

構築物 グレーチング整備（芸術文化劇場） 共用財産であり、公益目的事業1に85％、収益事業
に15％使用している

734,582

什器備品 パソコン2台 公益目的保有財産であり、公益目的事業1に使用し
ている

125,814

財　産　目　録

令和8年3月31日現在

貸借対照表科目

　流動資産合計

（共用財産）
公益目的保有財産であり、運用益を公益目的事業の
財源としている（50％）。
管理運営用財産であり、運用益を管理運営の財源と
している（50％）。
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場所・物量等 使用目的等 金額貸借対照表科目

パソコン4台 公益目的保有財産であり、公益目的事業2に使用し
ている

491,014

パソコン1台 法人運営業務に使用している 125,813

パソコン20台 共用財産であり、公益目的事業1に85％、収益事業
に15％使用している

2,434,668

パソコン5台 共用財産であり、公益目的事業1に80％、収益事業
に20％使用している

608,668

パソコン4台 共用財産であり、公益目的事業1に65％、収益事業
に35％使用している

486,934

芸術文化劇場 施設管理用什器備品（AED） 共用財産であり、公益目的事業1に85％、収益事業
に15％使用している

79,067

文化振興事業用 什器備品（舞台幕、大判プ
リンター）

公益目的保有財産であり、公益目的事業1に使用し
ている

415,056

ソフトウェア ホームページ（芸術文化劇場） 共用財産であり、公益目的事業1に85％、収益事業
に15％使用している

1,209,636

施設予約システム（芸術文化劇場） 共用財産であり、公益目的事業1に85％、収益事業
に15％使用している

1,049,291

施設予約システム（生涯学習センター） 共用財産であり、公益目的事業1に80％、収益事業
に20％使用している

216,645

施設予約システム（総合市民交流センター） 共用財産であり、公益目的事業1に65％、収益事業
に35％使用している

794,369

３Dウォークスルー（芸術文化劇場） 共用財産であり、公益目的事業1に85％、収益事業
に15％使用している

1,061,720

618,485,680

　　資産合計 923,168,163

（流動負債）

未払金 事業及び法人運営に対する未払金 社会保険料,光熱水料費,業務委託費等に対する未払金 117,415,399

未払消費税 未払消費税 消費税等の未払分 2,834,600

未払法人税等 未払法人税等 法人税、住民税及び事業税の未払分 875,000

前受金 令和8年度 事業の前受金 令和7年度 入場券販売収入 5,876,500

令和8年度以降 事業の前受金 令和7年度以降 施設利用料収入 59,279,517

預り金 職員等からの預り金 源泉所得税､住民税､社会保険料 1,563,874

入場券販売預り金 共催事業等入場券販売収入 6,576,000

契約保証金預り金 契約保証金 20,000

その他預り金 自動販売機販売手数料 2,974,015

賞与引当金 職員に対するもの 職員に対する支払に備えたもの 10,112,413

207,527,318

（固定負債）

退職給付引当金 職員に対するもの 職員に対する支払に備えたもの 10,434,977

10,434,977

　　負債合計 217,962,295

　　正味財産 705,205,868

　固定負債合計

　流動負債合計

固定資産合計
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